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「きらめき商品券」申し込み受け付け開始

「がん検診」を受けましょう

夏休み特集

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ３

Ｐ５

Ｐ１２～１５

Ｐ２０～３１
本市の人口と世帯数（２７年５月３１日現在）
人口　１１万５３７９人（男性５万４８１０人、女性６万５６９人）

世帯数　５万１５２世帯

７７月月１１８８日、市民プール「アクアパークきらめき」がオープンします。日、市民プール「アクアパークきらめき」がオープンします。          ※関連記事２ページ※関連記事２ページ
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民プププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアクククククククククククククククククククククアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククきききききききききききききききききききききらららららららららららららららららららららめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめききききききききききききききききききききき市民プール「アクアパークきらめき」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
リニューアルオープンリニューアルオープン！！

《注意事項》

○小学３年生以下（午後５時以降に利用する場合は小学生以下）の子どもが利用する場合は、必ず保護者が同伴し、子どもと一

緒にプールの中に入っていただきます（子ども２人までにつき、保護者１人が同伴してください）。

○２５㍍プールでは、学年に関係なく、１３０㌢未満の子どもは、安全管理上、保護者の同伴が必要となります。同伴する場合、保

護者は必ず子どもと一緒にプールの中に入っていただきます。

○混雑時は、利用者の安全確保のため、入場を制限する場合があります。

○眼鏡、ガラス製ゴーグルを掛けたままでの遊泳はできません。

○プールへの飛び込み、プールサイドでサンダルなどの履物を履くことや走ることは禁止します。

○浮き輪やビーチボールは使用できますが、極端に大きい物や中に重りの入っている物は使用できません。また、野球やテニス

などのボールは、軟らかい物でも使用できません。

○光化学スモッグや雷注意報が発令された場合など、臨時でプールを閉鎖することがあります。

○プールでは、係員の指示に従ってください。

≪リニューアルオープン記念無料開放イベント≪リニューアルオープン記念無料開放イベント≫≫
　リニューアルオープンを記念して、プールを無料開放します。皆さんのご来場をお待ちしていますリニューアルオープンを記念して、プールを無料開放します。皆さんのご来場をお待ちしています。。

○と○ときき　７月１１日、１２日、午前１０時～午後６７月１１日、１２日、午前１０時～午後６時時

≪施設概要・利用方法など≪施設概要・利用方法など≫≫
○開場期○開場期間間　７月１８日～８月３１日 ※期間中は無休、ただし悪天候などにより休止する場合があります７月１８日～８月３１日　※期間中は無休、ただし悪天候などにより休止する場合があります。。

○開場時○開場時間間　午前１０時～午後６時 ※ただし、８月１日は正午まで午前１０時～午後６時　※ただし、８月１日は正午まで。。

○とこ○ところろ　桜ケ丘町４の７（下図参照） ※駐車場はありません。ご来場には公共交通機関をご利用ください桜ケ丘町４の７（下図参照）　※駐車場はありません。ご来場には公共交通機関をご利用ください。。

○利用料金（２時間○利用料金（２時間））　
◆大人（高校生以上）＝２００円 ◆小・中学生＝１００円 ◆小学生未満＝無料 ◆障がい者＝無料（付き添い◆大人（高校生以上）＝２００円　◆小・中学生＝１００円　◆小学生未満＝無料　◆障がい者＝無料（付き添い１１

人まで無料人まで無料））

※入場時に、券売機で利用券を購入し、受付に提示してください※入場時に、券売機で利用券を購入し、受付に提示してください。。

※利用券は当日のみ有効です※利用券は当日のみ有効です。。

※退場時に、受付に利用券を再度提示し、時間延長がある場合は追加料金を精算してください。１時間延長※退場時に、受付に利用券を再度提示し、時間延長がある場合は追加料金を精算してください。１時間延長のの

場合は半額です場合は半額です。。
問い合わせ　　　　　　　　　問い合わせ　○スポーツ振興課〔(２０)０３９０〕○スポーツ振興課〔(２０)０３９０〕　　　　　　　　　　　　　　　　　

○アクアパークきらめき〔(２４)８８０１　　　　　　　　　　　　　　　○アクアパークきらめき〔(２４)８８０１〕〕（（７月１８日～８月３１日まで７月１８日～８月３１日まで））

水が飛び出す！大迫力水が飛び出す！大迫力のの

アトラクションプーアトラクションプールル

《周辺地図《周辺地図》》
《施設案内《施設案内》》

７月18日７月18日
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親
世
帯
と
の
近
居
・
同
居
を

目
的
と
し
て
、　

年
４
月
１
日

２７

以
降
に
市
内
で
住
宅
を
新
築
ま

た
は
購
入
し
た
人
に
対
し
て
、

近
居
の
場
合
　
万
円
、
同
居
の

３０

場
合
　
万
円
の
給
付
金
を
支
給

５０

す
る
「
市
近
居
同
居
促
進
給
付

金
」
の
申
請
受
け
付
け
が
７
月

　
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援
を
目

的
と
し
て
、「
富
田
林
市
き
ら
め

き
商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。
　

　
商
品
券
に
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
と
「
子
育
て
応
援
商

品
券
」
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
商
品
券
は
市
内
の
取

扱
店
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
購
入
に
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。　

利
用
期
間
　
８
月
　
日

～
　

２５

１１

月
　
日


３０
内
容
　
１
枚
５
０
０
円
で
１
冊

　
枚
つ
づ
り
（
１
万
２
０
０
０

２４円
分
）
を
１
万
円
で
販
売

販
売
冊
数
　
３
万
冊

申
し
込
み
　
７
月
１
日

～
　２４

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
左
図
参
照
）

《
購
入
希
望
場
所
》

①
市
役
所
、
②
金
剛
連
絡
所
、

③
富
田
林
商
工
会
（
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
））、

④
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ

※
申
し
込
み
は
１
人
１
通
ま
で
。

※
市
内
在
住
の
人
の
み
が
対
象
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

※
結
果
は
８
月
下
旬
に
返
信
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

販
売
日
　
８
月
　
日

～
　
日

２５

３１


、
午
前
　

時
～
午
後
５
時

１０

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

※
返
信
は
が
き
で
お
送
り
す
る

「
引
換
購
入
券
」
と
引
き
換
え

に
、
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

※
領
収
証
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

※
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
）
の
ご
提
示
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
９
月
７
日

、
午
前
　
時
以

１０

降
、
残
数
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
市
内
・
市
外
在
住
を
問
わ

ず
富
田
林
商
工
会
で
販
売
し
ま

す
（
先
着
順
）。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
市
き
ら

め
き
商
品
券
事
務
局
〔

　
６
（２３）

９
０
０
・

　
６
９
０
１
〕（
土
・

（２３）

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
　１０

時
～
午
後
６
時
）

申
し
込
み
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
！

市
内
で
お
ト
ク
に
使
っ
て
、
街
に
人
に
き
ら
め
き
を
。

１
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
に
は
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
内
線

４
２
０
）

「
市
近
居
同
居
促
進
給
付
金
」
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                申
請
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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「
富
田
林
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き
ら
め
き
商
品
券
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住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

住
宅
の
耐
震
診
断
・
工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

補
助
制
度
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

補
助
対
象
住
宅
　
昭
和
　
年
５

５６

月
　
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

３１
造
住
宅

補
助
金
額
　

○
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）　
※
一
般
的
な
住
宅

で
は
自
己
負
担
約
５
０
０
０
円

で
耐
震
診
断
が
で
き
ま
す
。

○
耐
震
工
事
＝
工
事
費
用
の
３

分
の
１
の
額
（
上
限
１
０
０
万

円
）

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
８
）

子
育
て
応
援
商
品
券

を
送
付
し
ま
す

　
対
象
者
に
８
月
下
旬
に
市
か

ら
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。
手

続
き
は
不
要
で
す
。

利
用
期
間
　
８
月
　
日

～
　

２５

１１

月
　
日


３０
内
容
　
１
枚
５
０
０
円
で
１
冊

６
枚
つ
づ
り
（
３
０
０
０
円
分
）

※
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
冊
お

送
り
し
ま
す
。

対
象
者
　
今
年
８
月
１
日

現

在
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

  サマージャンボ宝くじ

　１等・前後賞合わせて７億円

が当たる「サマージャンボ宝く

じ」が発売されます。また「サ

マージャンボミニ７０００万円」も

同時発売されます。

　サマージャンボ宝くじの収益

金は、市町村の明るく住みよい

まちづくりに

使われます。

府内の宝くじ

売場でお買い

求めくださ

い。また、農

業公園サバーファームでも販売

しています。

発売期間　７月８日～３１日

問い合わせ　（公財）府市町村振

興協会〔０６(６９４１)７４４１〕



４

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
一

定
基
準
以
上
の
建
物
に
は
防
火

管
理
者
を
選
任
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
消
防
本

部
で
は
こ
の
資
格
を
付
与
す
る

た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
　
日

、

１９

　
日

、
午
前
９
時
～
午
後
４

２０時
（
全
２
日
）
＝
市
消
防
本
部

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

８０

受
講
料
　
３
６
５
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
　
７
月
　
日

～
　

２１

３１

日

ま
で
に
市
消
防
本
部
予
防

課
〔

　
１
１
２
４
〕
へ
（
電

（２３）

話
申
し
込
み
不
可
）

防
火
管
理
者
　
　

資
格
取
得
講
習
会

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
今
年
２
月
２
日
か
ら
、
市
役

所
駐
車
場
の
出
入
り
口
に
機
械

式
の
ゲ
ー
ト
な
ど
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
車
で
来
庁
さ
れ

た
人
は
、
入
庫
の
際
に
発
券
さ

れ
る
駐
車
券
を
ご
利
用
の
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
で
、
駐
車
券
に
受
付
印

を
押
し
ま
す
の
で
、
押
印
済
み

の
駐
車
券
を
１
階
総
合
受
付
な

ど
に
持
参
し
、
割
引
処
理
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
券
は
出
庫
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁

の
際
に
は
、
で
き
る
限
り
電

車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
割
引
処

理
を
受
け

な
い
場
合

の
駐
車
場

利
用
料
金

は
、
下
表

の
と
お
り

で
す
。
ご

理
解
と
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
、
３
４
６
）

市役所駐車場
駐車券の割引処理を
お忘れなく！

割割引引処理を受ければ処理を受ければ、、利用窓口での利用窓口での
所要時間分の駐車料金所要時間分の駐車料金はは無料です無料です
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バババババババババババババババババババババ

富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
２
０
１
５
年
度
ウ

エ
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦「
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
」

Ｖ
Ｓ
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
が

７
月
　
日

、
午
後
１
時
～
、

２５

　
日

、
午
後
０
時
　
分
～
、

２６

３０

富
田
林
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ス
タ
ジ

ア
ム
（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

球
場
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
試
合
が
開
催
さ
れ
る
２
日

間
、
南
海
高
野
線
「
金
剛
駅
」

～
富
田
林
市
役
所
～
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
を
結
ぶ
無
料
臨
時

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
乗
り
場
は
金
剛
駅
は
東
出
口

か
ら
南
へ
約
　
㍍
の
臨
時
バ
ス

４５

停
、
市
役
所
は
第
１
駐
車
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
刻

表
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
当
日
は
豪
華
賞
品
が

当
た
る
大
抽
選
会
が
開
催
さ
れ

た
り
、
野
球
観
戦
が
よ
り
楽
し

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
バババババババババババババババババババババババババババババ

無
料
臨
時
バ
スススススススススススススススススススススススススススススス
を
運
行
し
ま

を
運
行
し
ま
すす

め
る
食
べ
物
屋
台
が
出
店
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
、
物
産
展
や
特
産
物
の
即

売
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
〔

　
０
３
９
０
〕

(２０)
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５

すばるホール内のレストランが        
リニューアルオープン！

　６月２日にリニューアルオープンした「カ

フェレストランすばる」では、農家の皆さんか

ら届けていただいた旬の食材や毎年丹精込めて

作ったこだわりの新鮮なお米を使用していま

す。女性に人気の有機野菜を生かしたヘルシー

料理や自家製ブルーベリーを使ったメニューな

どで皆さんをお待ちしていますので、ぜひご利

用ください。

営業時間　午前１０時～午後６時（午後５時３０分

ラストオーダー）

問い合わせ　カフェレストランすばる〔(２６)

３７５５〕

すばるホール芸術文化助成事業を     
ご活用ください

　本市における芸術文化活動の振興と活性化を

図ることを目的に、市内の芸術文化活動団体が

実施する創造的かつ自主的な芸術文化活動を支

援・助成します。

対象団体　本市に拠点をおき、すばるホールを

利用した芸術文化活動を実施する団体

助成金額　上限２０万円（対象経費から収入を控

除した３分の２以内の金額）　団体数　４団体

対象期間　２７年１０月～２８年３月に実施する事業

申し込み 　７月３１日までにすばるホールへ

※詳しくは、すばるホールホームページ〔http:

//subaruhall.org/〕をご覧ください。

問い合わせ　すばるホール〔(２５)０２２２〕

　
タ
バ
コ
を
吸
わ
ず
、
お
酒
も

飲
ま
ず
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に

気
を
付
け
、
運
動
を
心
掛
け
て

も
、
が
ん
に
な
る
危
険
性
は
減

少
し
ま
す
が
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
次
の
備
え
と
し

て
、
早
期
に
見
つ
け
て
完
治
さ

せ
る
「
が
ん
検
診
」
が
必
要
で
す
。

　「
生
活
習
慣
の
改
善
と
が
ん

検
診
」
で
、
が
ん
で
亡
く
な
る

確
率
は
大
き
く
下
が
り
ま
す
。

　
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
治

療
す
る
こ
と
で
身
体
的
に
も
経

済
的
に
も
負
担
を
軽
く
し
、
治

癒
す
る
確
率
も
ぐ
ん
と
高
く
な

り
ま
す
。

　
早
期
の
が
ん
で
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

発
見
す
る
に
は
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
市
で
は
、
胃
・
肺
・
大
腸
・

子
宮
 頸
 部
・
乳
の
５
つ
の
が
ん

け
い

に
つ
い
て
検
診
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。（
　
ペ
ー
ジ
参
照
）

１９

　
市
の
無
料
検
診
を
利
用
し

て
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切

な
人
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
ま
し
た
　

　
６
月
下
旬
に
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
国
が
指
定
す
る

年
齢
の
人
に
送
付
し
ま
し
た
。

検
診
の
受
け
方
は
ク
ー
ポ
ン
券

裏
面
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

実
施
（
受
診
）
期
間
　

大
腸
が
ん
＝
　
年
２
月
　
日


２８

２９

ま
で
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

＝
　
年
３
月
　
日

ま
で
　
※

２８

１１

期
間
終
了
間
際
は
大
変
混
み
合

い
、
予
約
が
取
り
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

◎
大
腸
が
ん
（
男
性
、
女
性
）

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４９

５０

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

４０

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４４

４５

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

４５

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３９

４０

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

５０

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３４

３５

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

５５

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

２９

３０

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

６０

◎
乳
が
ん
（
女
性
の
み
）

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４９

５０

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

４０

◎
子
宮
頸
が
ん
（
女
性
の
み
）

・
平
成
６
年
４
月
２
日
～
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
　
歳
）

２０

費
用
　
無
料

※
今
年
4
月
　
日
以
降
に
本
市

２１

に
転
入
さ
れ
た
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
以
外
で
も
無
料
で
が

ん
検
診
が
受
診
で
き
る
、
が
ん

ミ
ニ
ド
ッ
ク
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、　

ペ
ー

１９

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

特
定
健
診
な
ど
と
が
ん
検
診
を

同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

セ
ッ
ト
健
診
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
過
去
に
受
診
さ

れ
て
い
な
い
人
に
も
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
送
付
し
て
い
ま
す

対
象
者

◎
乳
が
ん
（
女
性
の
み
）

・
　
年
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

２５
の
対
象
者
（
当
時
　
歳
の
人
を

６０

除
く
）
で
、　

～
　
年
度
ま
で

２１

２６

に
本
市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
検

診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

◎
子
宮
頸
が
ん
（
女
性
の
み
）

・
　
年
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

２５
の
対
象
者
（
当
時
　
歳
の
人
を

４０

除
く
）
で
、　

～
　
年
度
ま
で

２１

２６

に
本
市
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人※
い
ず
れ
も
　
年
４
月
　
日
時

２７

２０

点
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

人
に
限
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
、
検
診
の
申
し
込

み
方
法
、
実
施
場
所
な
ど
詳
細

は
同
封
の
ク
ー
ポ
ン
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ががががががががががががががががががががが
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

が
ん
検
診
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
を
受
け
ま
し
ょ
う

谷
口
副
市
長
が
再
任

　　
　
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会

２７
で
同
意
を
受
け
て
、
６
月
　
日
１３

付
で
谷
口
　
勝
彦
さ
ん（
　
歳
）

６３

が
副
市
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

　
谷
口
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
か

５３

ら
市
役
所
に
勤
務
し
、
総
務
部

長
な
ど
を
歴
任
の
後
、
　

年
か

２３

ら
副
市
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



６

ドライバーは　

ご注意を！

　
８
月
１
日

は
、
Ｐ
Ｌ
花
火

芸
術
が
開
催
さ
れ
、
道
路
も
大

変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
で
自
動
車
な

ど
の
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
、

規
制
区
域
内
の
通
行
に
は
通
行

許
可
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
鉄
長
野
線
富
田
林

駅
南
広
場
は
、
午
後
８
時
以
降

一
般
車
両
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

が
進
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
駅
周
辺
な

ど
で
歩
行
者
の
通
行
規
制
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
規
制
や
通
行
許
可
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

交
通
課
〔

　
１
２
３
４
〕、
道

（２５）

路
交
通
課
（
内
線
４
１
２
）

ＰＬ花火芸術会場付近交通規制図

会場周辺の
道路は全て
終日駐車禁
止です

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規８月１日交通規制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
一
部
運
休

　
８
月
１
日

は
、
Ｐ
Ｌ
花
火
芸

術
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
レ
イ
ン

ボ
ー
バ
ス
を
次
の
と
お
り
一
部
運

休
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
午
後
３
時
　

分
、「
富
田
林
駅

５５

前
」
発
の
第
６
便
以
降
運
休

　
な
お
、
当
日
は
交
通
渋
滞
に
よ

る
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ
て
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
近
鉄
バ
ス
㈱
八
尾

営
業
所
〔

０
７
２
（
９
４
９
）

４
６
８
１
〕、
道
路
交
通
課
（
内
線

４
１
６
）

安
全
で
安
心
な

ま
ち
の
実
現
に

向
け
て

　
最
近
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や

「
還
付
金
詐
欺
」
が
府
内
で
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は

富
田
林
警
察
署
管
内
で
も
９
件

発
生
し
、
被
害
額
は
３
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
還
付
金
詐
欺
」
は
、
警
察
や

市
役
所
な
ど
の
職
員
を
か
た
っ

て
電
話
を
か
け
「
医
療
費
を
払

い
過
ぎ
て
い
ま
す
か
ら
返
金
し

ま
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
銀

行
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
て
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

　
ま
た
、「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅

急
便
で
現
金
送
れ
」
は
全
て
詐

欺
の
手
口
で
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐

欺
な
ど
の
被
害
防
止

・
一
度
電
話
を
切
っ
て
、
正
式

な
公
的
機
関
の
窓
口
に
電
話
を

か
け
直
し
て
事
実
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
現
金
の
振
り
込

み
は
で
き
ま
す
が
、
お
金
は

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う

　
富
田
林
警
察
署
管
内
で
は
、

今
年
に
入
り
車
上
狙
い
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
パ
ク

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
工
具
を

積
ん
だ
車
両
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
車
上
狙
い
・
部
品
狙
い
被
害

防
止

・
鍵
を
付
け
た
ま
ま
車
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど

を
置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
カ
ー

ナ
ビ
の
盗
難
防
止
に
は
盗
難
防

止
ネ
ジ
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

●
ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止

・
バ
ッ
グ
は
た
す
き
掛
け
に
す

る
か
、
車
道
と
は
反
対
側
に
持

ち
ま
し
ょ
う

・
昼
夜
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
通

り
の
多
い
明
る
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う

・
後
方
か
ら
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
が
近
づ
い
て
き
た
と
き

は
、
振
り
返
っ
て
注
意
し
ま

し
ょ
う

●
自
転
車
の
盗
難
防
止

・
自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

短
時
間
で
あ
っ
て
も
鍵
を
掛
け

ま
し
ょ
う

・
自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
ワ
イ
ヤ
ー
錠
に
よ
る
二
重

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）



７

お出かけ就労支援無料相談

　本市では、若年者、障がい者、母子・父子家庭の人、中高

年の人で、働く意欲がありながら就労できない人を対象に、

就労支援コーディネーターによる就労支援相談を市就労支援

センター（人権文化センター内）で実施しています。また、

月１回市役所での出張相談も実施しています。ぜひご利用く

ださい。（２２ページ参照）

とき　７月２８日、午後１時～４時　

ところ　市役所４階Ａ会議室　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　市就労支援センター〔(２４)３７００・(２５)５９５２〕

おでかけサポート！ハローワーク in 太子町

　ハローワークまで遠くてなかなか行けない人などのため

に、身近な役場などで求人情報の提供と職業紹介をします。

今回は太子町で実施します。

　なお、ハローワークカードをすでにお持ちの人は、同カー

ドを持参してください。

とき　７月２２日、午後１時～４時（受け付けは午後３時３０

分まで）

ところ　太子町まちづくり観光交流センター１階研修室（南

河内郡太子町山田８８、太子町役場横）　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　太子町にぎわいまちづくりグループ〔(９８)

５５２１〕

若者のための就職応援プログラム　　　　　

「ホンキの就職」

　「応募に対する不安が強い」「なかなか応募に踏み切れない」

「自分に自信が持てない」といった就職活動に関する悩みや

不安を抱えた人が、一緒に就職をめざすプログラムです。

とき　７月７日、１０日、１４日、１７日、午後１時～４

時（全４回）

ところ　南河内若者サポートステーション（常盤町３の１７の

５０１）

内容　自己分析、就職マーケットの理解、面接練習など

対象者　１８～３９歳の未就職者

定員　１５人　受講料　無料

申し込み　７月６日までに同ステーション〔(２６)９４４１、

(２６)９４４５〕へ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合は抽選。定員に満たなかった場合は引

き続き受け付けます。

　
８
月
７
日

～
９
日

に
、

す
ば
る
ホ
ー
ル
で
、「
第
　
回
平

３１

和
を
考
え
る
戦
争
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
戦
争
展
は
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
、
語
り
合
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
戦
争
展
で
展
示

す
る
戦
時
品
や
遺
品
を
探
し
て

い
ま
す
。

　
展
示
を
通
し
て
、
平
和
へ
の

願
い
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

戦
時
品
・
遺
品

戦
時
品
・
遺
品
をを

探
し
て
い
ま

　
　
探
し
て
い
ま
すす

　
国
で
は
、
不
足
す
る
保
育
士

の
確
保
に
努
め
る
た
め
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
状
を
有
し
、
幼
稚

園
な
ど
で
実
務
経
験
（
３
年
か

つ
４
３
２
０
時
間
以
上
）
の
あ

る
人
が
、
指
定
保
育
士
養
成
施

設
（
大
学
な
ど
）
で
特
例
教
科

目
８
単
位
を
修
得
す
れ
ば
保
育

士
資
格
を
取
得
で
き
る
特
例
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
特
例
制
度

に
よ
っ
て
保
育
士
資
格
の
取
得

を
め
ざ
す
人
を
支
援
す
る
た

め
、
特
例
教
科
目
の
受
講
料
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
国
の
保
育
士
資
格
取

得
特
例
制
度
の
要
件
に
該
当

し
、
保
育
所
で
の
就
労
を
希
望

す
る
市
内
在
住
の
人

補
助
金
額
　
１
科
目（
２
単
位
）

当
た
り
７
０
０
０
円
（
上
限
８

単
位
２
万
８
０
０
０
円
）

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）

※
国
の
保
育
士
資
格
取
得
特
例

制
度
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

有
す
る
者
に
お
け
る
保
育
士
資

格
取
得
特
例
」
の
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/s
t

f/s
e
is
a
k
u
n
its
u
ite
/b
u
n
y
a

/
k
o
d
o
m
o
/
k
o
d
o
m
o
_
k
o
s
o

d
a
te
/
h
o
ik
u
/
to
k
u
re
i.h
tm

l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支

保
育
士
資
格
取
得
支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
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度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
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利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

　
　
　
補
助
金
制
度
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををを

～
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ
～

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
６
月
１
日
付
で
次
の
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
富
田
林
町
（
富
山
町
、
一
里

山
町
）

和
田
　
幸
雄
さ
ん
〔

　
３
３

（２３）

１
７
〕

●
府
営
板
持
住
宅
４
～
　
棟
・

１２

西
板
持
町
二
丁
目
２
～
４
番

辰
　
欣
子
さ
ん
〔

　
３
１
７

（３５）

１
〕

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

●
五
軒
家
一
・
二
丁
目
（
一
丁

目
　
～
　
番
・
　

番
を
除
く
）

１８

２１

２５

塚
本
　
秀
雄
さ
ん〔
０
７
２（
３

６
５
）
２
８
５
７
〕

●
伏
山
三
丁
目
（
伏
山
聖
ヶ
丘
、

ソ
ル
フ
ェ
ス
タ
金
剛
）

梅
田
　
惠
子
さ
ん
〔

　
３
４

（２８）

５
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）
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資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
や
再

利
用
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
街
中
や
河
川

敷
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、

降
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
や
海
に

流
入
し
、
生
活
環
境
や
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
本
市
で
は
毎
年
３
月
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
石
川
大
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
市
職
員
ら
が
庁
舎
周
辺

や
河
川
敷
を
清
掃
し
て
い
ま

す
。
府
で
は
「
ご
み
を
な
く
そ

う
。
水
を
き
れ
い
に
！
」
を
合

言
葉
に
６
～
７
月
の
２
カ
月
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
身
近
な
河
川
の
美
化
・

清
掃
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
炊
事
・
洗
濯
・
入
浴

な
ど
の
生
活
排
水
も
河
川
や
海

の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　
河
川
の
水
質
を
良
く
す
る
に

は
、
生
活
排
水
の
浄
化
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
河
川
の
汚
れ
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

「
水
に
や
さ
し
い
心
遣
い
と
気

配
り
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
台
所
で
は

・
流
し
の
排
出
口
や
三
角
コ
ー

ナ
ー
に
目
の
細
か
い
網
袋
な
ど

を
付
け
る

・
酒
、
ビ
ー
ル
、
煮
汁
、
み
そ

汁
な
ど
は
流
さ
な
い

・
食
用
油
は
で
き
る
だ
け
使
い

切
り
、
食
器
に
付
い
た
油
は
紙

で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う

・
米
の
と
ぎ
汁
や
調
理
く
ず
な

ど
は
肥
料
と
し
て
利
用
す
る

○
洗
濯
で
は

・
生
分
解
性
の
高
い
無
り
ん
洗

剤
や
石
け
ん
（
粉
、
液
体
）
を

使
用
す
る

・
計
量
カ
ッ
プ
で
適
量
を
使
用

す
る

・
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
な
ど

に
再
利
用
す
る

○
浄
化
槽
で
は

・
年
１
回
定
期
検
査
を
受
け
、

排
水
の
汚
れ
具
合
を
確
認
す
る

・
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿

と
台
所
な
ど
全
て
の
生
活
排
水

を
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化

槽
に
入
れ
替
え
る

○
そ
の
他

・
空
缶
や
ご
み
を
捨
て
な
い

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）、
下
水
道
課

（
内
線
２
６
１
）

後期高齢者医療に関するお知らせ　問い合わせ　福祉医療課（内線１５８、１５９）

●被保険者証が変わります　

　今年８月から「後期高齢者医療被保険者証」が「 橙 色」に変わります。新しい被保険者証は、７月中に郵送します。
だいだい

●保険医療機関などでの自己負担割合について　

　自己負担割合は、毎年８月１日現在で当該年度（４月から７月までは前年度）の「地方税法上の各種所得控除後の所

得（課税標準額）」により定期判定します。医療機関での自己負担割合は、「一般の人は１割」、「現役並み所得者は３割」と

なります。ただし、現役並み所得者として３割負担と判定された場合でも、次の要件に該当するときは、福祉医療課に

申請（基準収入額適用申請）することで、申請の翌月から１割負担に変更することができます。

○同一世帯に被保険者が１人の場合＝被保険者本人の収入額が３８３万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が複数いる場合＝被保険者の収入の合計額が５２０万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が１人で、かつ７０歳以上７５歳未満の人がいる場合＝被保険者本人の収入額が３８３万円以上で、被

保険者本人および７０歳以上７５歳未満の人の収入の合計額が５２０万円未満のとき

●後期高齢者医療制度保険料の決定について　

　２７年度の後期高齢者医療制度保険料の決定（本算定）に伴い、被保険者の皆さんに保険料額決定通知書および納入通

知書を７月中に郵送します。保険料の納入方法は、年金からの天引きで納めていただく「特別徴収」と、市からお送り

する納付書や口座振替などで納めていただく「普通徴収」の２通りに分かれます。なお、特別徴収を口座振替に変更す

ることもできます。希望される人はお問い合わせください。また、納付方法をすでに口座振替にされている人でも特

別徴収となる場合があります。引き続き口座振替を希望される場合は、納付方法変更申出書の提出が必要です。７月

３１日までに提出いただくと、１０月支給分の年金から適用されます。

●後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の更新　

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）は、保険医療機関などの窓口で提示すると、医療

費、入院時食事代の負担が軽減されます。住民税非課税世帯に属する被保険者が対象です。引き続き対象となる人に

は、８月１日から有効の減額認定証を、７月中に郵送します。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間「河川愛護月間」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

～みんな～みんなでで
ごみをなくそう　　　ごみをなくそう、、

水をきれいに                         水をきれいに～～

7月7月はは



９

さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩
分
も
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
喉
が
渇
く
前

に
こ
ま
め
に
飲
む
の
が
コ
ツ
で

す
。　

◆
休
息
を
と
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
栄
養
を
と
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
ご
は
ん
も

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う

熱
中
症
の
分
類
と
対
応

《
分
類
Ⅰ
（
軽
度
）》
め
ま
い
、

た
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら
返
り
、

汗
が
止
ま
ら
な
い
…
涼
し
い
場

所
に
移
動
し
、
衣
類
を
ゆ
る
め

休
み
ま
し
ょ
う
。
保
冷
剤
や
冷

や
し
た
タ
オ
ル
で
脇
や
足
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
し
、
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う

《
分
類
Ⅱ
（
中
等
度
）》
頭
痛
、

吐
き
気
、
吐
く
、
体
が
だ
る
い
、

ぐ
っ
た
り
す
る
…
自
力
で
水
を

飲
め
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

《
分
類
Ⅲ
（
重
度
）》
意
識
が

な
い
、
け
い
れ
ん
、
体
温
が
高

い
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ
な
い
、
歩

け
な
い
…
た
め
ら
わ
ず
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下

に
お
い
て
体
内
の
温
度
が
上
昇

し
、
正
常
な
体
温
を
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
発
症
す
る
と
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
子
ど

も
は
発
症
し
や
す
い
の
で
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に
高
く
な
る

日
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
な

い
日
、
熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調

の
悪
い
日
、
運
動
な
ど
の
活
動

の
初
日
は
特
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
～
５
つ
の
声
掛
け

を
実
践
し
て
、
夏
を
涼
し
く
乗

り
切
ろ
う
！
～

◆
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
今
い
る
所
、
こ
れ
か
ら
行
く

所
の
温
度
、
湿
度
を
温
度
計
や

天
気
予
報
で
知
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、
涼
し

い
素
材
の
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

特
に
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
に
、
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。
た
く

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
熱
中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
に
    

   ご
注
意
を

ゲリラ豪雨や竜巻に注意してください

　近年、局地的な大雨が多発しています。これは、発生の

予測が困難なことから「ゲリラ豪雨」とも呼ばれ、積乱雲

によって急に強い雨が降り、降った雨が低い場所へ一気に

流れ込むため、総雨量は少なくても短時間で甚大な被害が

発生することがあります。また、積乱雲の発達は、竜巻が

発生する要因にもなり、全国的に被害が起こっています。

　これからの季節は、ゲリラ豪雨や竜巻が発生しやすくな

ります。災害から身を守るために、どのような場所で災害

や事故が発生するのかを想定し、日頃から対策を考えてお

くことが大切です。

ゲリラ豪雨によって発生する被害

■川の急な増水で中州に取り残される

■アンダーパス（立体交差のため周辺の地面より低い道路）

の冠水

■マンホール、水路などへの転落

■地下施設への浸水

こんなときは要注意

■最新の天気予報で、「大気の状態が不安定」「雷、突風、

ひょうに注意」「竜巻注意情報」とテレビやラジオなどで報

道されているとき

■急に冷たい風が吹いてきたとき

■黒い雲が近づいてきたとき

■雷が近くで発生したとき

■川の水かさが増えてきたり、水が濁ってきたりしたとき

　外出の際には、最新の気象情報を確認し、危険な場所に

は近づかないようにしましょう。

問い合わせ　消防庁舎５階危機管理室（内線９５０３）

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
外
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
夏

休
み
の
開
放
感
と
暑
さ
な
ど
で

注
意
力
が
鈍
り
、
交
通
事
故
に

遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
事
故
は
依
然
多

く
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
自
転
車
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
が
増
え
る
夏
は
、
飲
酒
運

転
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
７
月
１
日

～

　
日

ま
で
の
１
カ
月
間
、「
夏

３１の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
重
点
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
　

●
ル
ー
ル
む
し
　
し
ん
号
む
し

は
　
わ
る
い
む
し

●
自
転
車
は
　
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
が
　
両
輪
で
す

●「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」　
ち
ょ
っ

と
で
済
ま
な
い
　
飲
酒
事
故

夏の交通事故

防止運動

重
点
項
目

○
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
利
用
時
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）



１０

スプレー缶、カセットボン
ベはカン・ビンの日に出し
てください

　スプレー缶、カセットボンベは、

資源カン・ビンとして収集していま

すので、粗大ごみの日には絶対に出

さないでください。また、ガスが

残っていると火災や爆発などの重大

事故につながりますので、風通しの

良い場所で穴を開けて、ガスを抜い

てからカン・ビンの日に出してくだ

さい。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

ごみ・し尿処理施設の見学
者を募集

　南河内環境事業組合では、ごみ・

し尿処理方法を皆さんに理解してい

ただくために、ごみ・し尿処理施設

の見学者を随時募集しています。な

お、同事業組合では「環境ふれあい

見学会」として２０～２５人程度の団体

について、バス送迎を実施していま

す（７月３１日まで受け付け、申し

込み多数の場合抽選）。詳しくは同

事業組合ホームぺージ〔http://www.

minamikawachi-kankyo.or.jp/〕をご覧

ください。

問い合わせ　同事業組合〔(３３)

６５８４〕

　
本
市
で
は
、
府
と
連
携
し
て

大
阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
同
制
度
で

は
、
農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
慣
行
栽
培
の
５
割
以
下
に

削
減
し
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

を
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。
認
証
を

受
け
た
農
産
物
に
は
、
右
図
の

認
証
マ
ー
ク
を
出
荷
容
器
や
包

装
物
、
ま
た
は
直
接
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
栽
培
者

は
、
こ
れ
を
活
用
し
て
、
農
産

物
の
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と

大阪エコ農産物　
認証制度の申請を
受け付け

が
で
き
ま
す
。

　
認
証
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
、
７
月
申
請
分
を

７
月
６
日

～
　
日

ま
で
農

１７

業
振
興
課
で
受
け
付
け
ま
す

（
栽
培
に
関
す
る
農
薬
、
肥

料
、
農
地
面
積
、
地
番
な
ど
が

把
握
で
き
る
資
料
が
あ
れ
ば
お

持
ち
く
だ
さ
い
）。

　
対
象
と
な
る
農
作
物
は
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
米
、
大
豆
、

野
菜
、
果
樹
、 花
  卉
 （
観
賞
用

か
 
き

植
物
）
の
内
、
府
が
定
め
る
　７７

品
目
で
、
１
農
作
物
・
１
区
画

当
た
り
１
㌃
以
上
の
栽
培
面
積

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申
請
日

以
降
に
栽
培
を
開
始
し
、　

月
１０

１
日

以
降
に
収
穫
す
る
農
作

物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
条
件
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
振
興
課
内

市
エ
コ
農
産
物
推
進
協
議
会

（
内
線
４
４
５
）、
南
河
内
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
農
の
普
及

課
〔

　
１
１
３
１
〕

（２５）

　
新
た
に
、
平
町
一
丁
目
に
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
担

架
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど
の
防
災
資
機
材
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
日
頃
の
防
災
活
動

や
地
域
で
発
生
し
た
災
害
へ
の

い
ち
早
い
対
応
な
ど
、
地
域
防

災
の
柱
と
し
て
住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
活
発
な
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
ににににににににににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
ををををををををををををををををををををををををををををを
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
にににににににににににににににににににににににににににににに

喜
志
地
区
に
    　
　
　

自
主
防
災
組
織
が
誕
生

平町一丁目自主防災平町一丁目自主防災会会

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
と
は
、

２１

環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
認
証
登
録
す
る

制
度
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に

取
り
組
む
た
め
の
環
境
経
営
シ

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエコココココココココココココココココココココココココココココアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアクククククククククククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１エコアクション２１　

説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明説明会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
が
多
く

な
る
と
と
も
に
、
水
難
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
す
。

　
夏
の
水
遊
び
は
楽
し
い
反

面
、
危
険
も
多
く
、
数
十
㌢
程

の
深
さ
で
も
命
を
落
と
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
し
て
海
や
川
で

遊
ぶ
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
川
や
水
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険

性
を
十
分
に
理
解
し
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
楽
し
い
夏
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
署
〔

　
０
１
１
９
〕

（２３）

ス
ト
ッ
プ
！
　
　

　
　
　
水
難
事
故

ス
テ
ム
で
す
。

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
地
域
事

２１

務
局
大
阪
と
本
市
、
大
阪
狭
山

市
、
河
南
町
が
合
同
で
、
企
業

を
対
象
に
同
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日

、
午
前
　

１０

１０

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

４０

順
）　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

同
地
域
事
務
局
大
阪
〔

０
６

（
６
５
４
３
）
１
５
２
１
・


０
６
（
６
５
４
３
）
０
６
０
７
〕

ま
た
は
み
ど
り
環
境
課
（
内
線

４
３
２
）
へ



ま
す
が
、

埴
輪
は
そ

れ
よ
り
も

古
い
５
世

紀
（
古
墳

時

代

中

期
）
の
特

徴
を
持
っ

て
い
る
た

め
、
ど
こ

か
の
古
墳

に
並
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
抜
き

取
り
、
再
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
古
墳
時
代
中
期
の
河
内
に
は
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
古
市
古
墳

群
（
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
）
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
巨
大
な
前
方

後
円
墳
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
内
に
は
新
家
古

墳
（
新
家
）
や
川
西
古
墳
（
甲
田
）、

彼
方
丸
山
古
墳
（
楠
風
台
）
な
ど
、

あ
ま
り
規
模
の
大
き
く
な
い
も
の

が
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
埴
輪
は
、
古
市
古
墳

群
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
型
品
で

あ
り
、
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
た
の
か

は
今
後
の
研
究
課
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
紹

介
す
る
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
　
ペ
ー
ジ
参

３０

照
）。
埴
輪
は
展
示
会
終
了
後
、

立
体
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う
に

接
合
す
る
た
め
、
発
見
時
の
状
態

で
展
示
す
る
最
後
の
機
会
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
文
化
財
課（
内
線
５
０
７
）

生　涯　学　習　の　窓 75

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
心
豊
か

な
体
験
を

　
昭
和
　
年
の
開
館
か
ら
今
年
で
　

５０

４０

年
を
迎
え
た
市
民
会
館
は
、
近
鉄
長

野
線
喜
志
駅
か
ら
徒
歩
７
分
の

「
粟
ヶ
池
」
に
あ
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
の
名
前
で
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
文
化
活
動
に
も
利
用
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
約

３
６
０
人
が
収
容
で
き
る
中
ホ
ー
ル

や
展
示
専
用
の
部
屋
が
あ
り
、
他
に

も
和
・
洋
、
大
・
小
さ
ま
ざ
ま
な
部

屋
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て

「
富
寿
殿
」
と
い
う
名
前
で
結
婚
式
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ

の
名
残
な
の
か
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
あ

る
部
屋
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
歴
史
の
あ
る
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
講
座
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
講
師
の
中
に
は
本
市
に

縁
を
感
じ
て
開
講
し
て
い
る
人
も
お

ら
れ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
能
楽
・
謡
曲
に
親
し
む

　
日
本
は
稽
古
事
の
歴
史
が
古
い
国

で
す
。

　
数
あ
る
稽
古
事
の
中
で
も
能
楽

（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
）は

数
少
な
い
稽
古
が
で
き
る
古
典
芸
能

で
す
。

　
ま
た
、
結
婚
式
な
ど
お
祝
い
事
で

謡
わ
れ
る
『
 高
 

た
か

 砂
 』
を
聞
い
た
こ
と

さ
ご

が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　「
能
楽
・
謡
曲
講
座
」
で
は
、
遠

く
奈
良
時
代
ま
で
源
流
を
さ
か
の
ぼ

る
歴
史
の
あ
る
能
楽
・
謡
曲
を
 観
 

か
ん

 世
 
ぜ

 流
 能
楽
師
の
指
導
の
も
と
身
近
に

り
ゅ
う親

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
体
を
動
か
す

　
ハ
ワ
イ
の
文
化
に
触
れ
る
講
座
も

あ
り
ま
す
。「
フ
ラ
講
座
」
と
「
リ

ボ
ン
レ
イ
講
座
」
で
す
。

　
フ
ラ
講
座
で
は
、「
ア
ウ
ア
ナ
」

と
い
う
現
代
フ
ラ
を
体
験
し
ま
す
。

フ
ラ
の
曲
は
人
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ

て
お
り
、
曲
に
合
わ
せ
て
健
康
的
に

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ

ボ
ン
レ
イ
講
座
で
は
、
植
物
の
代
わ

り
に
リ
ボ
ン
で
「
レ
イ
」
を
作
り
ま

す
。
　
ま
た
、
毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
自
律
神
経
と
体
を
整
え
る
ヨ
ガ

講
座
な
ど
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ

ら
っ
と
ス
ペ
ー
ス
金
剛
と
の
共
催

で
、
子
ど
も
向
け
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
や
親
子
で
参
加
で
き
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

で
は
、
皆
さ
ん
に
心
豊
か
な
体
験
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
　２９

ペ
ー
ジ
参
照
）

問
い
合
わ
せ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）〔

　
１
１
１
７
〕、

（２５）

ふ
ら
っ
と
ス
ペ
ー
ス
金
剛
〔

　
５
（２９）

２
２
７
〕

１1

喜志南遺跡で見つかった石喜志南遺跡で見つかった石室室

 埴
輪
 の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
？

は
に
わ

　
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
思
い

も
よ
ら
な
い
発
見
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

実
施
し
た
喜
志
南
遺
跡（
喜
志
町
）

の
調
査
で
、
古
墳
の
石
室
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
耕
作
地
の
一
画

に
、
地
表
面
か
ら
わ
ず
か
　
㌢
の

３０

深
さ
で
奇
跡
的
に
残
っ
て
い
た
の

で
す
。

　
喜
志
地
区
に
古
墳
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
こ
と
は
、
喜
志
小
学
校
周

辺
に
広
く
残
る
「
高
塚
」
と
い
う

小
字
名
や
埴
輪
が
見
つ
か
る
こ
と

か
ら
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
場
所
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
見
つ
か
っ
た
石
室
は
、　２０

㌢
前
後
の
石
を
巧
み
に
並
べ
て
四

角
い
部
屋
を
つ
く
っ
た
も
の
で
、

内
部
の
大
き
さ
は
長
さ
１
・
３
㍍

以
上
、
幅
　
㌢
と
小
さ
め
で
す
が

５０

注
目
さ
れ
る
の
は
、
床
面
か
ら
た

く
さ
ん
の
円
筒
埴
輪
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
土
管
の
よ
う
な
形
を
し
た
円
筒

埴
輪
は
、
本
来
は
垣
根
の
よ
う
に

古
墳
に
並
べ
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
横
に
し
て
ひ
つ

ぎ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
回
は
そ
れ
と
も
異
な

り
、
破
片
を
床
面
に
平
ら
に
敷
き

詰
め
た
も
の
で
、
全
国
的
に
見
て

も
珍
し
い
利
用
法
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
石
室
は
６
世
紀
（
古
墳

時
代
後
期
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ



夏
休
み
料
理
講
座

①
幼
児
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
　
　

～
料
理
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く

食
育
！
～

と
き
　
８
月
３
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
２
時

対
象
者
　
市
内
在
住
で
４
歳
～

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

定
員
　
　
組
１６

②
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

～
み
ん
な
で
作
っ
て
、
楽
し
く

た
べ
よ
う
！
～

と
き
　
８
月
　

日

、　

日

２０

２１


、
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
　

定
員
　
各
　
組
１６

※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
。
参
加
費
１
人
３
０
０
円

（
安
全
の
た
め
、
参
加
者
以
外

の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
　１６

日

（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
住
所
、氏
名（
保
護
者
と
子

ど
も
）
、
子
ど
も
の
年
齢
（
学

夏
休
み
親
子
料
理
教
室
      

～
夏
野
菜
を
使
っ
て
楽
し
く

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
～

と
き
　
８
月
７
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
　
カ
レ
ー
マ
ー
ボ
ー
豆

腐
、
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
サ
ラ

ダ
、
か
ぼ
ち
ゃ
白
玉

対
象
者
　
小
学
生
と
保
護
者

（
安
全
の
た
め
、
参
加
者
以
外

の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
　
４
組

参
加
費
　
無
料
（
材
料
費
１
人

６
０
０
円
程
度
実
費
）

申
し
込
み
　
７
月
９
日

～
　２３

日

ま
で
に
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
、
電
話
申
し
込
み
可
）

１２

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

年
）、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

を
一
つ
記
入
し
、

５
８
４
・

０
０
８
２
向
陽
台
一
丁
目
３
の

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
市
食
生

３５活
改
善
推
進
協
議
会
へ
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
し
、
結

果
は
７
月
　
日

ま
で
に
郵
送

２１

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
　
溝
川
さ
ん
〔


　
４
０
５
５
〕、
本
多
さ
ん
〔


（２４）　
９
３
５
４
〕

（２５）富
田
林
産
で
つ
く
ろ
う
  

と
き
・
と
こ
ろ
　
①
７
月
　
日
２５


＝
金
剛
公
民
館
、
②
　
日


２６

＝
中
央
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午

前
　
時
～
午
後
１
時

１０
内
容
　
ナ
ス
の
ラ
ザ
ニ
ア
と
水

ナ
ス
の
サ
ラ
ダ
作
り

対
象
者
　
小
・
中
学
生
と
保
護

者定
員
　
①
　
組
　
人
、
②
　
組

１２

２４

１５

　
人
３０参

加
費
　
無
料
（
材
料
費
１
組

５
０
０
円
実
費
）

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
　１７

夏休み特集

日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
教
室
名
、
参
加
者
の

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
①
は

５
８
４
・
０
０

７
２
高
辺
台
二
丁
目
１
の
２
　

金
剛
公
民
館
、
②
は

５
８

４
・
０
０
９
３
本
町
　
の
　
　

１６

２８

中
央
公
民
館
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）　

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

け
あ
ぱ
る
夏
休
み
　
　
　
  

特
別
企
画

①
園
芸
講
座

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
１

３１

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

内
容
　
小
枝
を
使
っ
て
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す

対
象
者
　
小
学
生
 　

定
員
　
　
人
　

２５

参
加
費
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
色
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
、

持
ち
帰
り
用
の
袋

今
年
の

今
年
の
　
　
　
はは
、、

い
っ
ぱ

　
い
っ
ぱ
いい
遊遊
ん
で
み
ん
な

ん
で
み
ん
な
でで
学学
ぼ
う
ぼ
う
！！

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏

※
こ
の
講
座
は
、
市
公
園
緑
化

協
会
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

②
陶
芸
教
室

と
き
　
７
月
　
日

、
８
月
　

２９

２１

日

、　

日

、
午
後
１
時
　

２８

３０

分
～
３
時
　
分
（
全
３
回
）

３０

対
象
者
　
小
学
生

定
員
　
　
人
１５

参
加
費
　
１
０
０
０
円

持
ち
物
　
持
ち
帰
り
用
の
袋
　

※
い
ず
れ
も
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
け
あ
ぱ
る
で
実
施
。

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
６

日

、
午
前
７
時
～
、
け
あ
ぱ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://ca

r

e
p
a
l.o
r.jp
/

〕
か
ら
申
し
込
み

（
申
し
込
み
先
着
順
、電
話
申

し
込
み
不
可
）

東
公
民
館
納
涼
の
夕
べ

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
５

１８

時
～
８
時
　

と
こ
ろ
　
東
公
民
館

内
容
　
大
好
評
の
夜
店
、
マ

ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
、
む
か
し
あ

そ
び
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
東
公
民
館

あ
め
細
工
実
演
イ
ベ
ン
ト

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
５

１８

時
～
材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ
　
東
公
民
館
（
納
涼
の

夕
べ
会
場
）

内
容
　
あ
め
細
工
の
実
演
と
販
売

入
場
料
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）　
※
会
場
で
配
布
し

て
い
る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
東
公
民
館



１３

市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

～
と
っ
ぴ
ー
と
読
も
う
～

　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を

推
進
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
次
の
と
お
り
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

課
題
図
書
　
学
校
図
書
室
、
中

央
・
金
剛
図
書
館
や
家
庭
な
ど

に
あ
る
図
書
　

※
特
に
テ
ー
マ
は
設
け
ま
せ

ん
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
（
小
学
１
～
３
年
生
・
４

～
６
年
生
、
中
学
生
の
３
部
門
）

募
集
感
想
文
　
感
想
文
の
題

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

図
書
名
、
著
者
を
記
入
し
、
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

内表
彰
　
部
門
ご
と
に
市
長
賞
、

教
育
長
賞
、
と
っ
ぴ
ー
賞
な
ど

を
選
定
（
　
年
１
月
に
表
彰
式

２８

を
開
催
予
定
、
受
賞
者
の
み
連
絡
）

応
募
方
法
　
中
央
・
金
剛
図
書

館
に
備
え
付
け
の
応
募
票
を
同

封
し
、
９
月
１
日

～
　
日


１１

ま
で
に

5
8
4
・
8
5
1
1

常
盤
町
１
の
１
　
市
役
所
教
育

指
導
室
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
係
へ
郵
送
、
ま
た
は
中
央
・

金
剛
図
書
館
へ
持
参

※
た
だ
し
、
市
立
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
は
、

各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
１
人
１
作
品
と
し
、

未
発
表
（
自
作
）
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
重
複
し
て
応
募

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
指
導
室

（
内
線
３
５
６
）

や
っ
て
み
よ
う
！
　
　
　

図
書
館
の
仕
事

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
８
月
　
日

、
午
前
９

２７

時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
中
央
・
金
剛
図
書
館

対
象
者
　
小
学
５
・
６
年
生

定
員
　
各
館
６
人
　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
７
日

～
　２３

日

、
午
前
　
時
～
、
各
館
へ

１０

（
電
話
申
し
込
み
可
）　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
当
選
者
に
は
８
月
１
日


ま
で
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

夏
休
み
図
書
館
お
楽
し
み
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
者
　
①

７
月
　
日

＝
中
央
図
書
館
、

２９

②
　
日

＝
金
剛
図
書
館
、
い

３０
ず
れ
も
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

１０

１０

　
分
＝
２
歳
～
就
学
前
の
幼

５０児
、
午
前
　
時
～
　
時
　
分
＝

１１

１１

４０

小
学
生
以
上

内
容
　
大
型
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

３０

着
順
）
　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
７
日

、
午

前
　

時
～
、
①
は
中
央
図
書

１０
館
、
②
は
金
剛
図
書
館
へ
（
電

話
申
し
込
み
可
）

児
童
館
親
子
ふ
れ
あ
い
　
  

事
業
（
夏
休
み
編
）

①
親
子
水
彩
画
・
夏
の
モ
チ
ー

フ
編

と
き
　
７
月
　
日

、
８
月
１

２５

日

、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
　３０

分
～
　
時
　
分（
全
２
回
）

１１

３０

対
象
者
　
小
学
生
と
保
護
者

（
小
学
生
の
み
の
参
加
可
）

定
員
　
　
人
１６

持
ち
物
　
絵
筆
３
本
（
自
然
毛

の
丸
筆
で

大
　
・
中

１６
４
・
小
０

号
）、
小

学
校
で
使

用
の
水
彩

絵
の
具
４
色
（
赤
・
青
・
黄
か

山
吹
・
白
）、
パ
レ
ッ
ト
、
筆
洗

い
、
雑
巾

②
も
の
づ
く
り
編

と
き
・
対
象
者
　
８
月
６
日


＝
小
学
１
～
３
年
生
、
７
日


＝
小
学
４
～
６
年
生
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

定
員
　
各
　
人
２０

※
い
ず
れ
も
児
童
館
で
実
施
、

参
加
費
無
料
（
た
だ
し
、
①
は

教
材
費
１
人
３
０
０
円
実
費
）。

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
　１３

日

ま
で
に
児
童
館
へ
（
電
話

申
し
込
み
可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
　１４

日

、
午
前
　
時
に
児
童
館
で

１０

抽
選
し
、
結
果
は
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
定
員
に
満
た

な
か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続
き

受
け
付
け
ま
す
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

ど
も
の
た
め
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル

　
学
習
サ
ポ
ー
ト
と
交
流
を
目

的
と
し
た
ス
ク
ー
ル
で
す
。

と
き
　
７
月
　

日

～
　

日

２１

２４


、
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
ほ
か

対
象
者
　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
小
・
中
学
生

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

３０

着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　１５

日

ま
で
に
N
P
O
法
人
と
ん

だ
ば
や
し
国
際
交
流
協
会〔

・


　
２
６
２
２
〕
へ

（２４）
ド
ン
ド
ン
和
太
鼓
教
室

と
き
　
７
月
　
日
～
８
月
　
日

１８

２９

の
毎
週
土

曜
日
（
８

月
１
日
、

　
日
は
除

１５く
）、
午

前
　
時
～

１０
正
午
、
８

月
　
日

、
午
後
７
時
　
分
～

２７

３０

９
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ
　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
４
年
生
以
上

定
員
　
　
人
　

２０

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
９
日

ま
で

に
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電

話
申
し
込
み
可
）

夏
休
み
こ
ど
も
教
室
　
　

「
か
が
く
ク
ラ
ブ
v
o
l
・
　
」
49

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
１

３１

時
　
分
～
４
時

３０
と
こ
ろ
　
東
公
民
館

内
容
　
ハ
ン
カ
チ
の
草
木
染

め
、
液
体
窒
素
の
実
験
、
皿
ま

わ
し

対
象
者
　
小
学
生

定
員
　
　
人
２４

参
加
費
　
無
料
（
た
だ
し
教
材

費
３
０
０
円
実
費
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
タ
オ
ル

※
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
必

２３

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
、
参
加
者

の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
学
校
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、

５
８

４
・
０
０
４
５
山
中
田
町
一
丁

目
５
の
　
　
東
公
民
館
へ
（
申

５０

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

夏休み特集



対
象
者
　
小
学
生
　（
た
だ
し
、

小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同

伴
）

定
員
　
　
人
１２

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み

物
、
自
分
の
好
き
な
紙
芝
居

（
な
け
れ
ば
初
回
に
図
書
館
で

選
び
ま
す
）

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
必

１７

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

教
室
名
、
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、


５
８
４
・
０
０
７
２
高
辺
台
二

丁
目
１
の
２
　
金
剛
公
民
館
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）　

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
テ
ニ
ス
レ

ッ
ス
ン

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

２９

３０


、　

日

、
①
午
後
５
時
～

３１

６
時
、
②
午
後
６
時
　
分
～
７

１５

時
　
分
、
③
午
後
７
時
　
分
～

１５

３０

８
時
　
分
、
８
月
２
日

、
３

３０

日

、
４
日

、
④
午
後
５
時

～
６
時
、
⑤
午
後
６
時
　
分
～

１５

７
時
　
分
、
⑥
午
後
７
時
　
分

１５

３０

～
８
時
　
分
　
※
雨
天
中
止
。

３０

と
こ
ろ
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者
　
①
④
４
歳
～
小
学
３

年
生
、
③
⑥
小
学
４
年
生
～
中

学
生
、
②
⑤
４
歳
～
中
学
生

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

１６

着
順
）　

郵
送
ま
た
は
持
参
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a

.lg
.jp
/k
e
ik
a
k
u
s
u
is
h
in
/s
y

o
u
g
a
i-in
fo
/h
2
7
sa
k
u
b
u
n
p

o
s
u
ta
.h
tm
l

〕を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

府
立
花
の
文
化
園
イ
ベ
ン
ト

①
子
ど
も
写
生
大
会

と
き
　
７
月
　
日

、
８
月
２

１９

日

、
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　
分
　
※
荒
天
中
止
。

３０と
こ
ろ
　
花
の
文
化
園
入
園

ゲ
ー
ト
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

対
象
者
　
幼
児
～
中
学
生

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
絵
の
具
、
筆
、
筆
洗

い
な
ど
写
生
に
必
要
と
思
う
も

の
（
同
園
で
１
人
一
枚
画
用
紙

を
配
布
し
ま
す
）

※
画
板
の
貸
し
出
し
や
絵
画
指

導
も
あ
り
ま
す
。

②
花
育
講
習
会

と
き
　
７
月
　
日

、
午
前
　

２６

１０

時
　
分
～

３０
と
こ
ろ
　
花
の
文
化
園

内
容
　
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
小

物
入
れ
を
作
り
ま
す

対
象
者
　
幼
児
以
上

参
加
費
　
無
料
（
材
料
費
７
０

０
円
実
費
）

※
高
校
生
以
上
は
入
場
料
が
別

途
必
要
で
す
。

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
花
の
文
化
園

〔

　
８
７
３
９
〕

（６３）

２
日

、
②
４
日

～
９
日


、
③
　
日

～
　
日

、
④

１８

２３

　
日

～
　
日

、
い
ず
れ
も

２５

３０

午
前
８
時
　
分
～
９
時
　
分

２５

３０

（
全
６
回
）

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
け
あ
ぱ
る

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

５０

着
順
）
　

参
加
費
　
５
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
７
日

、
午

前
９
時
～
、
け
あ
ぱ
る
へ
（
電

話
申
し
込
み
不
可
）

※
７
月
７
日

、
午
前
７
時

～
、
け
あ
ぱ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://c
a
re
p
a
l.o
r.jp
/

〕か
ら

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
定
員

各
　
人
、
申
し
込
み
先
着
順
）。

３０
発
表
力
を
身
に
つ
け
よ
う
！

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

２３

３０


、
８
月
6
日

、　

日

、

２０

　
日

、
午
前
　
時
～
　
時
　

２７

１０

１１

３０

分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
金
剛
公
民
館

内
容
　
紙
芝
居
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
方
法
な
ど
を
学
び
、

発
表
力
を
身
に
付
け
ま
す

※
５
回
目
に
介
護
施
設
を
訪
問

し
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

受
講
料
　
1
回
１
０
０
０
円
　

※
複
数
回
受
講
可
（
４
回
以
上

の
受
講
者
に
は
割
引
あ
り
）。

申
し
込
み
　
７
月
６
日

、
午

前
９
時
～
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作

文
・
障
が
い
者
週
間
の
ポ

ス
タ
ー
を
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を

つ
づ
っ
た
作
文
と
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
入
選
者
に
は

賞
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
集
作
文
な
ど
　
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）
で
、

小
・
中
学
生
は
２
～
４
枚
、
高

校
生
、
一
般
は
４
～
６
枚
　

※
点
字
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

応
募
も
可
。

募
集
ポ
ス
タ
ー
な
ど
　
Ｂ
３
画

用
紙
、
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ

ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）
で
、

小
・
中
学
生
の
み

応
募
方
法
　
７
月
１
日

～
９

月
２
日

（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、

５
４
０
・
８
５
７
０
　

府
障
が
い
福
祉
企
画
課
〔

０

６
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

（
内
線
６
２
７
１
）
・

０
６

（
６
９
４
２
）
７
２
１
５
〕
へ

夏
休
み
親
子
体
験
講
座
     

「
こ
ど
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　「
自
分
で
考
え
、
自
分
で
作

る
」
子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
学
び
の
場
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
カ
タ
チ
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
と
道
具
を
使
い
、
好
き

な
も
の
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
８
月
８
日

、
午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者
　
小
学
生
と
そ
の
保
護

者定
員
　
　
組
１５

参
加
費
　
小
学
生
１
人
４
０
０

円申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
必

１７

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
１

組
１
枚
）
に
、
講
座
名
、
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、

５
８
４
・
０
０
９
３
本

町
　
の
　
　
中
央
公
民
館
へ

１６

２８

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

け
あ
ぱ
る
夏
休
み
子
ど
も
 

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

　
全
く
泳
げ
な
い
子
ど
も
の
水

慣
れ
か
ら
、
少
し
で
も
長
く
き

れ
い
に
泳
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

と
き
　
①
７
月
　
日

～
８
月

２８

１４

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください 夏休み特集



１５

富
田
林
病
院
職
業
体
験
      

「
と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」

と
き
　
8
月
　
日

、
午
前
9

１５

時
～
午
後
０
時
　
分
、
午
後
２

１０

時
～
５
時
　
分
１０

と
こ
ろ
　
富
田
林
病
院

内
容
　
普
段
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
手
術
室
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
室

な
ど
の
裏
側
を
見
な
が
ら
職
業

体
験
が
で
き
ま
す

対
象
者
　
初
め
て
参
加
す
る
本

市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
在
住
の
小
学
生
（
た
だ

し
、
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護

者
同
伴
）

定
員
　
各
　２０

人参
加
費
　
無

料持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
消

１７

印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
に

参
加
時
間
帯
（
午
前
、
午
後
の

い
ず
れ
か
）
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名
、

参
加
児
童
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
学

年
を
記
入
し
、

５
８
４
・
０

０
８
２
向
陽
台
一
丁
目
３
の
　３６

　
富
田
林
病
院
総
務
課
〔

　（２９）

1
1
2
1
〕
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
１
家
族
に
つ
き

１
枚
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

富
田
林
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.to
n
b
y
o
.o
r

g
/

〕を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

　
夏
休
み
の
思

い
出
に
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で

キ
ャ
ン
プ
を
体

験

し
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
８
月
　
日

、
正
午
集

２２

合
、
　

日

、
正
午
解
散
　

２３

※
少
雨
決
行
。

と
こ
ろ
　
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン

プ
場

内
容
　
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
料

理
（
飯
ご
う
炊
さ
ん
）、
ク
ラ
フ

ト
作
り
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
ほ
か

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
３

年
生
～
中
学
３
年
生

※
同
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
高
校
生
、

大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

参
加
費
　
１
５
０
０
円

申
し
込
み
　
7
月
　
日

、
午

２５

前
　
時
～
　
時
　
分
に
市
民
総

１０

１０

３０

合
体
育
館
２
階
大
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
　１０

時
　
分
ご
ろ
か
ら
抽
選
、
電
話

３５
申
し
込
み
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
〔

　
０
３
９
０
〕

（２０）

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　
仲
間
と
共
に
協
力
し
て
、
日

頃
、
体
験
で
き
な
い
活
動
を
す

る
こ
と
で
最
高
の
夏
休
み
の
思

い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
ア

ウ
ト
ド
ア
経
験
者
や
看
護
師
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
安

全
に
楽
し
い
活
動
が
で
き
ま

す
。

と
き
　
８
月
８
日

～
９
日


と
こ
ろ
　
光
滝
寺
キ
ャ
ン
プ
場

（
河
内
長
野
市
滝
畑
１
３
９
２

の
甲
）

対
象
者
　
小
学
３
～
６
年
生
　

※
対
象
者
以
外
の
人
で
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

２０

順
）

参
加
費
　
３
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

松
尾
　
憲
治
さ
ん
（
N
P
O
法

人
の
～
ま
ら
い
ず
）〔

０
９
０

（
５
０
６
１
）
９
１
２
３
〕
へ

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
　
　
  

自
然
学
習
会

　
水
辺
に
は
、
小
さ
な
生
き
物

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か

し
、
川
の
様
子
や
水
の
汚
れ
具

合
で
住
ん
で
い
る
生
き
物
が
違

い
ま
す
。

　
川
に
住
む
生
き
物
を
観
察

し
、
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
８
月
６
日

、
午
前
　１０

時
～
正
午
　

※
小
雨
決
行
（
た
だ
し
、
荒
天

ま
た
は
河
川
増
水
の
と
き
は
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

と
こ
ろ
　
河
内
長
野
市
滝
畑

（
石
川
）
出
合
橋
付
近
（
バ
ス

到
着
地
よ
り
徒
歩
　
分
）　

１５

※
河
内
長
野
駅
前
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
行
き
は
午

前
８
時
　
分
～
　
分
の
間
に
３

４５

５５

便
、
帰
り
は
午
後
２
時
発
で

す
。
現
地
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

定
員
　
２
０
０
人
（
申
し
込
み

先
着
順
）

参
加
費
　
無
料
　

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
弁
当
、

着
替
え
な
ど
（
持
っ
て
い
る
人

は
、
捕
獲
用
網
、
虫
め
が
ね
）

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　２４

日

ま
で
に
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）
へ

障
が
い
児
の
夏
休
み
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
な
ど
　
①
７
月

　
日

、
午
後
１
時
～
３
時
＝

２７藤
沢
台
小
学
校
プ
ー
ル
、
②
８

月
６
日

、
午
前
８
時
　
分
～

４５

午
後
５
時
　
分
＝
府
立
青
少
年

３０

海
洋
セ
ン
タ
ー（
淡
輪
）　
※
雨

天
時
は
、
ア
ミ
テ
ィ
舞
洲
。
③

　
日

、
午
前
８
時
　
分
～
午

１９

４０

後
５
時
　
分
＝
滝
畑
ふ
る
さ
と

３０

文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
④
　

日
２７


、
午
後
０
時
　
分
～
３
時
　

４５

３０

分
＝
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
、
夏
祭
り
）

対
象
者
　
市
内
在
住
で
障
が
い

の
あ
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生

と
保
護
者
　

参
加
費
　
①
１
家
族
１
０
０

円
、
②
子
ど
も
１
０
０
０
円
、

保
護
者
２
０
０
０
円
、
③
親
子

ペ
ア
３
０
０
０
円
、
④
親
子
ペ

ア
８
０
０
円

※
兄
弟
姉
妹
も
参
加
す
る
場
合

は
、
②
③
は
１
５
０
０
円
④
は

５
０
０
円
別
途
参
加
費
が
必

要
。

申
し
込
み
　
７
月
　
日

ま
で

１０

に
袴
矢
さ
ん
（
富
田
林
障
が
い

児
夏
休
み
教
室
代
表
）〔

・


　
２
７
４
６
〕
へ

（２３）※
同
教
室
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
～
滝
畑
ダ
ム
探
検
～

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

３０

３１


、
８
月
３
日

、
４
日

、

８
日

、
９
日

、　

日

、

１９

　
日

、　

日

、　

日

、

２０

２２

２３

午
後
０
時
　
分
～
２
時

３０

と
こ
ろ
　
滝
畑
ダ
ム
（
河
内
長

野
市
滝
畑
２
４
０
の
２
）

内
容
　
滝
畑
ダ
ム
の
堤
防
内
に

あ
る
夏
で
も
涼
し
い「
監
査
廊
」

の
探
検
、
地
域
の
歴
史
資
源

「
磨
崖
仏
」
の
見
学
な
ど

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

２５

着
順
）

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
、
７
月
７
日


か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
南
河
内
農
と

緑
の
総
合
事
務
所
滝
畑
ダ
ム
分

室
〔

　
３
６
７
２
〕

（６２）

夏休み特集
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ピピピピピピピピピピ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク

　
　
ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　５月25日、オリックス・バファローズのマス

コットキャラクター「バファローブル」が市役

所を訪れました。富田林バファローズスタジア

ムでは、７月25日、26日に、富田林ドリー

ムフェスティバル、ウエスタン・リーグ公式戦

「オリックス・バファローズ対阪神タイガース」

が開催されます。今回、ブルはこのＰＲのため

に訪れてくれました。ＰＲ会見には「とっぴー」

も登場し、大いに盛り上がりました。

■■「「ドリフェドリフェスス」」今年も開催今年も開催！！

　６月４日、平町の水田で、東日本大震災の被災地、岩手県大槌町で津波に流されながらも生き抜

き、稲穂をつけた「奇跡の復興米」の田植えが実施されました。これは、本市が震災後復興支援を

続けてきた同町との絆の証として、また震災の記憶を風化させず支援の輪を広げようと実施されて

いるもの。また今年は、市立小学校全16校の５年生が１人１個のバケツで稲を育てる「奇跡の復興

米でバケツ稲」も実施され、児童らは種もみを観察しながら一つ一つ丁寧に植えていました。

■富田林で元気に育て「奇跡■富田林で元気に育て「奇跡のの復興米」！復興米」！

１６

　６月13日、重要文化財旧杉山家住宅などで、

石上　露子生誕祭が開催されました。

　これは、６月が旧杉山家住宅で生まれ育った

明星派歌人、露子の誕生月にあたることから開

かれたもので今年で５回目。

　露子の代表作「小板橋」が琴の演奏に合わせ

て披露される中、飾られた写真に供茶・献花さ

れ、訪れた人たちは露子に思いを 馳 せながらそ
は

の厳粛な一連の儀式に見入っていました。

■■石上 石上 　露子生誕露子生誕祭祭
いそのかいそのかみみ

田植えをする喜志西小学校の５年生

バケツに種もみを植える富田林小学校の５年生



■警察音楽隊がやってきた！

　６月11日、東条小学校で、府警察音楽隊によ

る「音楽とマーチング」が披露されました。

　府警察音楽隊は府内の各地に出向き、パト

カーなどとは違った「メロディーパトロール」

で安全安心な町づくりを呼び掛けています。

　当日は、児童の他150人を超える地域の皆さ

んが東条小学校に集まり、警察官によるきびき

びした動きのステージドリルに圧倒されながら

も楽しいひとときを過ごしていました。

■緑いっぱいの風景を楽しんで

　５月17日、東条小学校をスタート・ゴール地

点に、ライフ・チャレンジ・ザ・ウォークが開

催されました。家族連れや友達同士など多くの

人が参加し、ゲームやその地域にちなんだクイ

ズにチャレンジしながら自然あふれる遊歩道や

農道をそれぞれのペースで巡りました。

　当日は、夏を思わせるような暑さでしたが、

参加者の皆さんは緑いっぱいの景色を楽しみな

がら、元気よく歩いていました。

　６月５日、小金台小学校で、「学校園安全確保

の日」の防犯訓練が実施されました。

　富田林警察署員が 扮 する不審者が、授業中に
ふん

いきなり教室に侵入するという想定で訓練が始

まると、児童らは先生の指示に従い、迅速に体

育館へ避難しました。

　その後、体育館で署員から登下校時に注意す

る点などの説明があり、児童らは真剣に聞いて

いました。

■緊急時にも、冷静な行動を

１７

■アフリカの文化に触れて

　６月１日、城中学校で、「アフリカトーク＆

ライブ」が開催されました。はじめに、ケニア

のスラム街で孤児のための学校を運営しておら

れる早川　千晶さんから、現地のありのままの

様子が話されました。また、ケニアの「ドゥル

マ族」の村で太鼓による伝統音楽の修行をされ

た大西　匡哉さんによる音楽ライブでは、生徒

全員で手拍子をしたり、一緒に踊ったりとアフ

リカの文化に触れるひとときとなりました。



１８

津々山台　

　柴野　 碧  大 ちゃん（５カ月）
あい と

笑顔で愛嬌を振りまく碧大君。

おおらかに育ってネ！

桜ケ丘町　

　 岡　 凛 ちゃん（３歳２カ月）
りん

　　　　 唯  斗 ちゃん（５歳）
ゆい と

これからもずっと仲良し兄妹でいて

ね

五軒家　

　和田　 悠詩 ちゃん（１歳５カ月）
ゆうた

いつも笑顔で元気な男の子です
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富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
今
月
の
宿
題
「
中
心
」

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

谷口 ヤスノさん（谷口　ヤスノさん（５５月１５日生まれ月１５日生まれ））鯨岡 静子さん（鯨岡　静子さん（５５月１３月１３日生まれ日生まれ））

1
0
0
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

芝 慶一さん（芝　慶一さん（６６月１０月１０日生まれ日生まれ））

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。



保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣
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桁
桁
桁

桁
桁
桁

子宮 頸 がん検診
けい

とき　９月９日、午後２時～４時、

１８日、午後５時～７時

ところ　新堂診療所（若松町一丁目１９

の１０）　※駐車場はありませんので、公

共交通機関でお越しください。

内容　問診、視診、内診、頸部細胞診

対象者　昭和６４年以前で偶数年生まれ

の女性、または平成元・３・５・７年

生まれの女性

定員　各７０人（申し込み先着順）

申し込み　７月１３日、午前９時～、

新堂診療所〔(２３)３０６８〕へ

認知症介護家族の交流会

とき　７月２２日、午後１時３０分～３時

ところ　金剛公民館

内容　講話「地域包括ケア病棟とは」、

参加者同士で情報交換、交流会

対象者　市内在住の認知症の人を介護

している人

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　７月１６日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人も参加される場

合は事前にご相談ください。

カンピロバクター食中毒に    
ご注意を！

　４月に入ってから、府内でカンピロ

バクターによる食中毒が相次いで発生

しています。

　カンピロバクターは、鶏、牛、豚な

どの腸管内に生息している細菌で、こ

の菌に汚染された食品を人が食べるこ

とによって下痢、腹痛、発熱などの症

状を引き起こします。カンピロバクター

は、加熱することにより死滅します。

　食肉が原因食品となることが多く、

特に鶏肉は５０㌫以上の確率で検出され

ているため、鶏刺し、鶏のタタキなど

加熱工程が無い、または加熱不十分な

メニューは食中毒を起こす可能性が高

くなります。

　これからの季節はバーベキューなど

屋外で調理をする機会も増えるため、

肉を生焼けのまま食べて食中毒になら

ないように注意しましょう。

１９

●カンピロバクター食中毒を防ぐため

に、次の３つを必ず守りましょう

・食肉は中心まで十分に加熱（７５℃で

１分以上）し、鶏刺しや鶏のタタキな

どは食べない（提供しない）ようにし

ましょう

・食肉を加熱する時は、専用のトング

や箸を使い、食べる時の箸と使い分け

ましょう

・生の食肉を扱った後は、手指や器具

をよく洗いましょう



２０

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

育児教室「すくすくクラス」

とき　８月５日、午後０時５０分～３

時１５分、１９日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、交流会、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

プレ・ママパパ教室

とき　８月３１日、午後１時～３時１０

分、９月９日、午後１時３０分～３時

３０分、２７日、午前９時１５分～正午

（全３回）　

ところ　保健センター

内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、 沐  浴 実習、
もく よく

妊婦疑似体験、交流会など

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　７月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。　

費用　無料　

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕へお問い合わせください。

 健診・予防接種



 

ひとり親家庭医療費助成の所得
判定の基礎年度が変わります

　７月１日から、ひとり親家庭医療

費助成の所得判定の基礎となる年度が

２７年度（２６年中所得）に変わります。

　本市に住所を有し、健康保険に加入

しており、２７年度所得が制限額内（児

童扶養手当に準ずる）で、次の①～④

のいずれかに該当する人は、福祉医療

課に申請してください。　

※現在ひとり親家庭医療証をお持ちの

人は、申請の必要はありません。

①母子家庭の母および児童

②父子家庭の父および児童

③父または母が一定の障がいの認定を

受けているときはその配偶者と児童

④両親のいない児童およびその養育者

※児童とは、１８歳に達する日以後の最

初の３月３１日までの人です。所得の制

限額についてはお問い合わせください。

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

里親になってみませんか

　私たちの身近には、さまざまな事情

で家族と離れて生活しなくてはならな

い子どもたちがいます。そのような子

どもたちをご自身の家庭に受け入れ

て、深い愛情と理解をもって温かく見

守り育む人を里親といいます。

　里親には、①一定期間、あるいは子

どもが社会的に自立できるようになる

まで家庭で育てる「養育里親（愛称＝

はぐくみホーム）」、

②親が養育できない

子どもを養子として

育てる「養子里親」、

③児童養護施設など

で生活する子どもを

週末や夏休みなどに迎える「週末里親」

などさまざまな里親があります。

　里親になるには、面接や家庭訪問に

よる調査、基礎研修の受講などが必要

です。詳しくは府富田林子ども家庭セ

ンターまでご相談ください。

問い合わせ　府富田林子ども家庭セン

ター〔(２５)１１７２〕

児童福祉
 

富貴の里保育園内　　　　　
子育て支援センターの催し

●アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　７月１０日、午前１０時～１１時３０

分

内容　参加者同士の交流など

対象者　妊娠中の人または３５～４９歳ま

での育児中の母親とその子ども

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　７月６日～、同センター

〔(２８)７３６４〕へ（電話申し込み可）

講座･催し
子育て講座

①シャボン玉遊び

とき　７月１４日、午前１０時～１１時

ところ　常徳保育園　定員　１０組

②水遊び

とき　７月１５日、午前１０時～１１時　

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

③感触遊び

とき　８月４日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

申し込み　①は７月７日～、②は８

日～、③は２８日～、各園へ　

※申し込み先着順、各園の電話番号は

下表に記載。

２１
「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



２２

 

府立南大阪高等職業技術       
専門校10月入校生募集

募集科目　空調設備科

応募資格　１８歳以上の人　

定員　３０人

授業料　年間１１万８８００円（別途教科書

代など実費）　※その他、入校料など

が必要。

願書受け付け　７月８日～８月６日

までハローワーク河内長野（河内長

教　育
野市昭栄町７の２）〔(５３)３０８１〕で受

け付け　

試験日　９月３日

合格発表　９月８日

入校日　１０月９日

問い合わせ　同専門校（５９４-１１４４和

泉市テクノステージ二丁目３の５）

〔０７２５(５３)３００５〕

※７月１０日、９月１０日＝施設見学

会、７月３０日＝施設見学会と体験実

習を同専門校で実施します（いずれも

午後１時１５分～受け付け、当日直接会

場へ）。

 

大阪法務局の登記相談が予約
制になります

　８月３日から、大阪法務局の登記

相談が予約制になります。予約方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

とき　月～金曜日、午前９時～１１時３０

分、午後１時～４時（祝日、年末年始

を除く）

問い合わせ　大阪法務局富田林支局

〔(２３)２４３２〕

相　談

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



 

介護予防サポーター養成講座

　市内で開催される介護予防教室にお

いて、介護予防の知識や運動の実践方

法などを指導する同サポーターを養成

します。

とき　７月２８日～９月１５日の毎週火曜

日、午前１０時～午後３時３０分（８月２５

日～９月１５日は正午まで）と介護予防

教室の見学１回（全９回）

ところ　市消防本部

内容　介護予防に必要な運動や栄養、

口腔機能に関する基礎知識と指導方

法、運動実技の指導方法など

対象者　市内在住で講座修了後、高齢

者の介護予防や健康づくりを支援する

「介護予防サポーターの会（健やかス

マイル）」に入会し、介護予防教室で指

導（月３回以上）できる人

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　７月２１日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）

※同サポーターの活動についての説明

会を７月１４日、午前１０時～、市役所

２０１会議室で開催しますので、参加を希

望する人は当日、直接会場へお越しく

ださい。

介護職員初任者研修              
受講生募集

とき　７月２５日～１２月１２日

ところ　村田医院文化センター棟室

（青葉丘８の１４）、デイサービスセン

ターさえずり（五軒家一丁目２５の１０）

内容　通学２０回、通信教育（添削）４

回　

※研修終了後、心肺蘇生練習キットを

お渡しします。

定員　２０人（申し込み先着順）

受講料　６万９８００円（教材費含む）　

※高校生以上の学生は４万８８６０円。た

だし、学生証の提示が必要です。

申し込み　７月６日～、ＮＰＯ法人

サンキューネット〔０７２(３６５)２３５２〕

へ

講　座
 

家屋の一斉調査にご協力を

　税の公平性を図るため、既存家屋の

増改築や取り壊しなどの変更の有無を

確認する一斉調査を実施します。調査

員が訪問したときは、ご協力をお願い

します。調査員は、「固定資産評価補助

員証」を携帯しています。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１５）

住宅を耐震・バリアフリー・
省エネ改修すると固定資産税
が減額されます

　住宅を耐震改修、バリアフリー改修、

省エネ改修（熱損失防止改修）し、一

定の要件に適合する場合は、固定資産

税が減額されますので申告してくださ

い。対象となる改修工事の内容や申告

手続き、添付書類など詳しくはお問い

合わせください。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１５）

市税未納の人を対象に           
休日納付相談会を実施します

　仕事などの理由により、市役所に普

段来ることができない人は、この機会

にぜひご相談ください。なお、当日の

混雑を避けるため、相談希望日の２日

前までに電話で申し込んでください。

※当日、納付の受け付けはできません。

とき　７月１２日、１９日、いずれも

午前９時～正午、午後１時～５時　

ところ　市役所地下９０２・９０３会議室

持ち物　納税通知書または催告書、本

人確認書類、印鑑

申し込み　納税課（内線１２１～１２４）へ

税
同行援護従業者養成研修       
受講生募集

　視覚に障がいのある人が移動する際

に必要な援助に関する知識と技術を有

する「同行援護従業者」を養成する研

修を実施します。

①一般課程

とき　８月２９日、３０日、９月１２日

（全３回）

②応用課程

とき　９月１３日、２０日（全２回）

※応用課程は一般課程または府知事が

一般課程に相当するものとして認める

研修の修了者でないと受講できませ

ん。詳しくはお問い合わせください。

ところ　ジョブシティカレッジおも

ちゃ館金剛校（大阪狭山市金剛一丁目

３の５）

定員　①②各３０人（申し込み先着順）

受講料　①②各１万５０００円（いずれも

教材費含む）

申し込み　７月８日～８月１９日

（土・日曜日、祝日を除く、午前９時

～午後５時）までにＮＰＯ法人シー

シータイミング〔０７２(３６６)５５６６〕へ

居宅介護職員（障がい者ホー
ムヘルパー）初任者研修受講
生募集

　介護職員初任者研修課程（訪問介護

員養成研修２級課程）

修了者を対象に、障が

いのある人に介護サー

ビスをする際に必要な

知識や技術を習得することを目的とし

た研修を実施します。

とき　８月５日～１０月２２日

申し込み　障がい福祉課（内線１９４）に

備え付けの受講申込書に必要事項を記

入し、必要書類を添えて、７月１７日

（必着）までに郵送で、５４３-００７２大

阪市天王寺区生玉前町５の３３　府障が

い者社会参加促進センター内（社福）

大阪障害者自立支援協会〔０６(６７７５)

９１１５・０６(６７７５)９１１６〕へ

※定員やカリキュラムなど詳しくは、

府ホームページ〔http://www.pref.osa

ka.lg.jp/chiikiseikatsu/shogai-chiki/home

helper.html〕をご覧ください。

２３



 

介護保険サービス利用時の    
利用者負担割合が見直されます

　６５歳以上（第１号被保険者）で一定

以上の所得がある人は、８月１日利

用分から利用者負担割合が１割から２

割になります。（下図参照）

※ただし、１カ月の利用者負担には、

上限額（高額介護サービス費）が設け

られています。詳しくはお問い合わせ

ください。

■介護保険負担割合証を送付します

　７月中に、要介護・要支援認定を受

けている人に、それぞれの負担割合（１

割または２割）が記載された「介護保

険負担割合証」を送付します。

　８月１日以降に介護保険サービス

をご利用になる場合は、利用している

介護サービス事業所などに介護保険被

保険者証と一緒に提示してください。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７９）

介護保険施設に入居（ショート
ステイ含む）する人へ

　介護保険施設（特別養護老人ホーム、

介護老人保健施設、介護療養型医療施

設）への入居・入院、ショートステイ

にかかる食事代、居住費（滞在費）は

保険給付の対象外ですが、所得状況に

よっては補足給付を受けることができ

ます。介護保険施設を利用する予定が

あり、要件に該当する人は高齢介護課

へ申請してください。

※更新対象者には、６月中に申請書を

送付しています。

対象者　住民税非課税世帯に属し、次

の要件を全て満たす人

・本人および配偶者の預貯金などが単

身で１０００万円、夫婦で２０００万円以下で

ある人

・配偶者が住民税非課税の人

介護保険
持ち物　印鑑、預貯金などが確認でき

る預（貯）金通帳の写し（配偶者分も

含む）、今年１月２日以降に転入した人

は世帯全員の２７年度非課税証明書

※適用開始日は申請月の初日からとな

ります。　

問い合わせ　高齢介護課（内線１７９）

27年度介護保険料　　　　
決定通知書を送付します

　２７年度の介護保険料を、２６年中の所

得と世帯の住民税課税状況を基に決定

しましたので、７月中旬までに「介護

保険料決定（更正）通知書兼特別徴収

開始通知書」を送付します。

　なお、介護保険料は３年に１度見直

しされることになっており、これによ

り２７年度から介護保険料額が変わりま

した。

　同通知書には、２７年度の年間保険料

額を記載しています。今回決定した年

間保険料額から、４月に仮決定した保

険料額（普通徴収の人は４～６月分、

特別徴収の人は４・６・８月分）を差

し引いた額を残りの納付月に納めてい

ただきます。

　市から送付する納付書で納付する普

通徴収の人は取扱金融機関、コンビニ

エンスストアまたは市役所で納入期限

内に納めてください。特別徴収の人

は、保険料を年金からの天引きにより

納めていただきます。

■今年10月から特別徴収になる人

　現在、普通徴収の人で今年４月１日

時点、老齢（退職）年金などを受給さ

れている人は、原則１０月から特別徴収

に変わります。７～９月分は、普通徴

収の納付書で納めてください。

○普通徴収対象者（水色の通知書）

老齢（退職）年金、遺族・障がい年金

の受給額が年額１８万円未満の人や、老

齢福祉年金などを受給している人

○特別徴収対象者（緑色の通知書）

老齢（退職）年金、遺族・障がい年金

の受給額が年額１８万円以上の人

■年金額が年額18万円以上でも、一

時的に普通徴収になる人

　次の場合などは年金額が年額１８万円

以上でも、特別徴収が始まるまで一時

的に普通徴収として納付書で納めてい

ただきます。

・年度途中で６５歳になったとき

・他の市町村から転入したとき

・所得段階の区分が変更になったとき

・その他、年金保険者の理由によるとき

■介護保険料の減免制度

　次のいずれかの要件を満たす人は、

申請により、保険料が減免されます。

①天災や火災で著しい被害を受けた人

②主たる生計維持者の予定外の失業な

どにより収入が著しく減少した人

③住民税非課税の人で、生活保護法に

規定する要保護者で生活保護を受けて

いない人

④住民税非課税の人で、預貯金がある

ために生活保護法に規定する要保護者

とならない人のうち、預貯金の世帯合

計額が３５０万円以下の人　

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

各施設の電話番号は31ページをご覧ください
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原子爆弾被爆者見舞金の申請を

対象者　原子爆弾被爆者に対する援護

に関する法律に基づき諸手当を受けて

いる人で、今年４月１日以前から引き

続き本市に居住し、住民基本台帳に記

載されている人

申し込み　印鑑、手当の証書（写し可）、

金融機関の通帳（写し可）を持参し、

７月３１日までに地域福祉課（内線

２８３、２８５）へ　

※昨年、見舞金を受け取った人には申

請用紙を送付しましたが、７月６日

までに申請用紙が届かない場合はご連

絡ください。

老人医療（一部負担金相当額等
一部助成）医療証が変わります

　現在、同医療証（黄色）をお持ちの

人は、７月３１日で有効期限が切れま

す。引き続き該当する人には新しい医

療証（水色）を７月末に郵送しますの

で、８月１日からは新しい医療証を

お使いください。なお、次の①～⑥の

いずれかに該当する人で、一度も申請

していない６５歳以上の人は、申請の手

続きをしてください。　

※④～⑥は所得制限があります。

①身体障がい者手帳（１・２級）を持っ

ている人

②療育手帳（Ａ）を持っている人

③身体障がい者手帳（３～６級）と療

育手帳（Ｂ１）の両方を持っている人

④感染症の予防および感染症の患者に

対する医療に関する法律に基づく結核

に係る医療を受けている人

⑤障がい者の日常生活および社会生活

を総合的に支援するための法律に基づ

く精神通院医療の適用を受けている人

⑥特定医療費（指定難病）助成の認定

を受け、対象となる難病を有する人　

※対象となる難病についてはお問い合

わせください。

手続き　健康保険証、印鑑、①～⑥を

証明する手帳などを持って、福祉医療

課または金剛連絡所へ（代理人でも可）

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

福　祉
 

保険料の納付が困難な場合は
免除制度のご利用を

　経済的な理由などで、保険料の納付

が困難な場合、申請して承認されると

保険料の「一部」「全額」の納付が免除

または猶予されることがあります。

　また、２６年４月から法律が改正され、

２年１カ月前の分までさかのぼって申

請できるようになりました。

免除の期間　申請月の２年１カ月前～

翌年６月まで

※保険料全額免除または若年者納付猶

予（一部納付を除く）を承認された人

が、申請時に翌年度以降も申請するこ

とをあらかじめ希望された場合、翌年

度以降は改めて申請しなくても継続し

て申請があったものとして自動的に審

査します。　

※離職などにより承認された人は、毎

年申請が必要です。

受給資格　免除、納付猶予をされた期

間は、年金を受けるための受給資格期

間に算入されます

※一部免除の場合は、決定された額を

納付しなければ未納期間となります。

申請に必要なもの　年金手帳、印鑑　

※失業された人は、失業を確認できる

雇用保険受給資格者証や雇用保険被保

険者離職票など、公的機関の証明書な

どが必要です。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕、保険年金課（内線１５３、

１５４）

20歳前障がい基礎年金を受
給している人は所得状況届の
提出を

　同年金を受給している人は所得状況

届を７月３１日までに保険年金課へ提

出してください。

　提出がない場合は年金支払いが止ま

ることがあります。

　なお、今年１月２日以降に転入した

人は２７年度所得証明が必要です。

問い合わせ　保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金
 

新しい高齢受給者証を送付し
ます

　現在、高齢受給者証をお持ちの人は、

７月３１日で有効期限が切れます。引

き続き該当する人には新しい高齢受給

者証を７月末に郵送しますので、届か

ない場合はお問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１８８）

27年度国民健康保険料　　
決定通知書を送付します     

　７月中旬に国民健康保険の被保険者

世帯に保険料の決定通知書をお送りし

ます。同通知書では、２６年中の収入を

基に確定した年額保険料から４月にお

知らせした仮決定分を差し引いた額

を、来年３月までの残り月数に等分し

て賦課しています。

※保険料を納付書で納められる場合

は、納付期限内に納めてください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５１、１５５）

 

防衛省自衛官募集

●航空学生（各種航空機のパイロット

の養成)＝６年後に幹部に任官　

応募資格　日本国籍を有する高卒（見

込み含む、１８歳以上）～２１歳未満の人

●一般曹候補生（小部隊指揮官の養成）

＝入隊後２年９カ月以降に選考で３曹

に昇任

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

２７歳未満の人　

●自衛官候補生（任期制自衛官として

各種教育訓練や職務を通じた技術を取

得）＝入隊３カ月後に２等陸・海・空

士に任用

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

２７歳未満の人　

受付期間　８月１日～９月８日

※なお、自衛官候補生は男性に限りこ

の期間以外も随時受け付けています。

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

国民健康保険

募　集

２５



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２６

夏休み親と子の日本赤十字社
血液センター見学会

とき・ところ　8月２６日、午前９時

～午後４時ごろ、近鉄長野線「富田林

駅」北側ロータリー集合・解散（現地

まで貸し切りバスで移動）

行き先　日本赤十字社近畿ブロック血

液センター、キューピー伊丹工場

対象者　市内在住・在学の小・中学生

と保護者

定員　４０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

持ち物　昼食、レジャーシート

申し込み　７月２１日～３１日の午前

９時～午後５時１５分までに、市献血推

進協議会（総合福祉会館内）〔(２５)

８２６１〕へ

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

決戦！大坂城　　　　　　　葉室　麟

においのカゴ　　　　　　石井　桃子

■家庭・その他　　　　　　　　　　

近畿の名城を歩く　　　　　仁木　宏

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　７月１７日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　７月９日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１６日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者対象、②⑤⑥は１歳児と保護者

対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

おはなし会

中央図書館　７月１２日、１９日、２６

日、８月２日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　７月４日、午後３時～

３時３０分、１８日、２５日、８月１日

、午前１０時３０分～１１時

東分室　７月１２日、午後３時～３時

３０分

喜志分室　７月２６日、午後３時～３

時３０分

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　７月５日、午前１０時３０

分～１１時

金剛図書館　７月１１日、午後３時～

３時３０分

 

●とんぼ玉クラブ（とんぼ玉作成）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ第１・３火曜日、午後１時３０分

～４時　Ｄ東公民館　Ｅ月額２０００円

（別途教材費実費）　Ｆ７月１４日、午

後１時３０分に東公民館へ（申し込み多

数の場合抽選）　Ｇ金森　めぐみさん

〔(２５)８５５６〕

●けやき倶楽部（陶芸）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

第２・４水曜日、午後１時～３時　Ｄ

けあぱる　Ｅ月額２０００円（別途教材費

実費）　Ｆ・Ｇ掘込さん〔(２８)３０５１〕

クラブ員募集

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



「今年の夏、こんなんやってん！ 
2015」写真展作品募集

　レインボーホール（市民会館）では、

８月１７日～３０日の間、皆さんが

撮った「今年の夏のとっておきの写真」

を展示します。

　このたび、同展に展示する写真を次

のとおり募集します。

対象写真　「夏」と思う写真（A4サイ

ズ以下、複数枚の応募可）

※応募作品は返却しません。

※個人のプライバシーに触れるものは

被写体の了承を得た上で応募してくだ

さい。

※公共の場にふさわしくないと判断し

た写真の展示はお断りすることがあり

ます。

※詳しくはお問い合わせください。

申し込み　７月１０日～８月２０日

（休館日を除く、午前９時～午後５時

３０分）までにレインボーホールへ

親と子が楽しむ絵本の会　　
～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　７月１６日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　絵本の読み聞かせ、手遊び、体

遊び

対象者　１～２歳児と保護者

定員　２０組　参加費　無料

講師　児童館「遊びインストラクター」

絵本ボランティアメンバー

申し込み　７月６日～１３日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果ははがきで

お知らせします。定員に満たなかった

場合は、引き続き受け付けます。

持

  

お天気教室 in プラネタリウム

　テレビ番組でおなじみの気象予報士

片平　敦さんによる、子ども向け講演

会です。

とき　７月１８日、午後２時～（１時

３０分開場）

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　１７０人（申し込み先着順）

参加費　小・中学生＝５００円、高校生以

上＝１０００円、親子ペア券＝１３５０円（前

売りのみ）　※未就学児の参加はでき

ません。

申し込み　７月７日～、すばるホー

ルへ

夏祭り参加バンド・司会者募集

　レインボーホール（市民会館）では、

夏祭りを開催します。

　この夏祭りのステージで会場を盛り

上げてくれる司会者とバンドを次のと

おり募集します。

とき　8月３０日、午前１０時～午後５時

対象者　夏祭りを明るく盛り上げてく

れ、終日参加できる人（年齢、経験、

ジャンルなど問いません）

定員　司会者＝１人、バンド＝２組

※バンドは１組４０～４５分の演奏。

※開催前日に打ち合わせをする場合が

あります。

申し込み　７月３０日までに、レイン

ボーホールへ（休館日を除く午前９時

～午後５時３０分）

※電話申し込み可。申し込み多数の場

合は選考します。

  イベント

２７

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

すばるスペースアート展2015

　「宇宙」をテーマに、幼稚園児、小学

４年生、中学校美術部による空想画の

絵画展を開催します。子どもの自由な

発想力、豊かな想像力を見てみませんか。

とき　７月１８日～

２０日、午前１０時～

午後５時

ところ　すばるホー

ル３階展示室

入場料　無料

問い合わせ　すばるホール

市民公益活動シンポジウム
「頼っていいんです！助け合
いの街づくり」

　女性目線で暮らしやすい地域とは？

　各界で活躍中の女性を迎え、これか

らの街づくりを探ります。

とき　７月１８日、午後２時～４時

ところ　市消防本部　

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　甲田　恵子さん（㈱AsMama代

表取締役CEO）による講演「共育て共

育ち～子育ては頼っていいんです！」、

小野　達也さん（大阪府立大学教育福

祉学類教授）によるパネルディスカッ

ション「キーワードは、女性・地域・

就労」

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～１７日（土・

日曜日を除く、午前９時～午後５時３０

分）までに電話で市民公益活動支援セ

ンターへ



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望曜日・時間帯を予約で

きます（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　パソコン入門、インターネット・

メール、ワード、エクセル、デジタル

カメラ（取り込み、編集）から選択　

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　７月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

持

  

きらめきファクトリーイベント
七夕回廊

　「七夕」をテーマに、プロジェクター

を用いて、実際に描いた絵と映像を融

合させた作品を展示します。

とき　７月４日～１２日、午前１０時

～午後６時

ところ　観光交流施設「きらめきファ

クトリー」２階

入場料　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

〔(２４)５５００〕

  イベント

サバーファームだより

　お花畑では、マリーゴールドが見ご

ろを迎え、７月中旬からブドウ狩り（ヒ

ムロット）が始まります（天候により

時期が変更になる場合もあり）。

●クラフト教室

とき　７月１９日、８月２日、午後

１時３０分～３時　

内容　ドライフラワーリース、帽子の

壁掛け、押し花のティッシュケース

※いずれかを選択して作ります。

定員　各２０人　参加費　５００～８００円

●キャベツ植え付け体験

とき　７月２５日、２６日、午前１０時３０

分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●冷菓子作り

とき　７月２６日、午前１０時３０分～正

午、午後１時～２時３０分

内容　わらびもち作り

定員　各２０人　参加費　７００円

●コスモス植え付け体験

とき　８月１日、２日、午前１０時３０

分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

膝痛改善教室

とき　７月２９日、８月１９日、２６日、

午後１時３０分～３時３０分（全３回）　

ところ　けあぱる

内容　整形外科医による講義、膝痛改

善に向けた運動や食事のポイントなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　２５人

参加費　無料

申し込み　７月１９日までにウエルネ

スけあぱるへ（休館日を除く午前１１時

～午後７時、ただし日曜日は午後４時

まで）　※申し込み多数の場合抽選。

ただし、初めて参加される人を優先し

ます。

金剛公民館３クラブ合同発表会

とき　７月１７日、午後１時～４時（午

後０時３０分開場）　

ところ　金剛公民館

出演　寿々の会（民謡）、綾の会（日舞）、

金剛むくどり歌謡会（歌謡）

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料　

問い合わせ　三宅　豊子さん〔(３３)

２１４６〕（午後５時以降）

第65回市民文化祭　　　　  
「川柳大会」

とき　９月１９日、正午開場

ところ　すばるホール２階小ホール　

宿題　「平」「余」「変」「遠」「得」「静」　

※席題はありません。正午～午後１時

までに各題２句ずつ出句してください。

対象者　市内在住・在勤の人（初心者

や見学者の参加歓迎）

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　池　森子さん〔(２５)０６０３〕

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。



２９

②握って浮き沈みと怪力ポリブクロ

　ペットボトルやポリ袋など身近なも

のを使って不思議で楽しい実験をしま

す。

とき　８月２０日、午後３時～４時３０

分

ところ　児童館

対象者　小学１～３年生　定員　２０人

参加費　無料（教材費２５０円実費）

講師　くらりか関西

持ち物　筆記用具、ハンカチ

申し込み　いずれも７月２５日までに

①は金剛公民館、②は児童館へ（電話

申し込み可）　※定員を超えた場合は

抽選し、結果はハガキでお知らせしま

す。定員に満たなかった場合は引き続

き受け付けします。

  

夏休みわくわく科学教室

①食べ物で電池はできる

　食べ物を使って発電の実験をしま

す。

とき　８月２０日、午前１１時～午後０

時３０分

ところ　金剛公民

館

対象者　小学４～

６年生

定員　２０人

参加費　無料（教

材費３００円実費）

 カルチャー けあぱるパソコン講座

①インターネットを活用しましょう

とき　７月１６日～３０日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

②インターネットアルバムを作ってみ

ましょう

とき　８月６日～２７日の毎週木曜日

（１３日は除く）、午前１０時～正午（全３

回）

③ワードでカレンダーを作りましょう

とき　９月１０日～２４日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各３人（申し込み先着順）　

参加費　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　ノートパソコン（ワード２０１０

または２０１３がインストールされたも

の）

申し込み　いずれも７月９日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不

可）　

※いずれも７月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

※７月１０日以降は電話でも受け付け

ます。

子育て応援講座                    
「気づきのワークショップ」

　子どもと少し離れ、子育てをしてい

るお母さん同士でゆっくりとお話をし

ながら、子育てパターンを学んだり、

子育ての仲間をつくったりしません

か。

とき　７月１５日、８月５日、１９日、９

月２日、３０日、１０月１４日、２８日、１１月

１１日、２５日、１２月９日のいずれも水曜

日、午前１０時～正午（全１０回）

ところ　富田林幼稚園

対象者　子育て中の女性

定員　１０人　※保育あり（有料、要予

約）。

参加費　４０００円

申し込み　７月６日～１０日、午前

１０時～午後４時までにＮＰＯ法人ふ

らっとスペース金剛〔(２９)５２２７・(５５)

２００３〕へ（申し込み先着順）
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がんばった人に花まる！

●第63回市民体育大会

◇バドミントン競技の部

《男子１部シングルス》優勝　山門　

俊紀／準優勝　荻野　僚太／第３位　

森田　和樹

《女子１部シングルス》優勝　白崎　

葵／準優勝　山口　真珠美／第３位　

大伴　莉紗

《男子２部シングルス》優勝　斎藤　

樹 ／準優勝　橋田　陽太／第３位　

玉手　樹

《女子２部シングルス》優勝　山下　

しずか／準優勝　山科　晴菜／第３位

長谷川　裕子

◇バレーボール競技の部

《女子１部》優勝　新堂Ｂ／準優勝　

ワイルドキャッツＡ／第３

位　ドリームＢ

《女子２部》優勝　ドリー

ムＡ／準優勝　新堂Ａ／第

３位　富田林ホープ

◇ソフトテニス競技の部

《高校男子》優勝　平田・元村組／準

優勝　樋口・時枝組／第３位　田村・

藤田組

《高校女子》優勝　原・森組／準優勝

井上・小岸組／第３位　桝谷・上岡組

《一般男子》優勝　藤井・山田組／準

優勝　南部・下村（拓）組／第３位　

山西・梶谷組

《一般女子》優勝　竹澤・山本（か）

組／準優勝　細井戸・宮下組／第３位

水津・山川組

《成年男子》優勝　西川・下村（康）

組／準優勝　京井・青島組／第３位　

村田・百々組

《シニア男子１部》優勝　松葉・真野

組／準優勝　奥野・松本組／第３位　

宮本・木下組

《シニア女子１部》優勝　村田・山本

（み）組／準優勝　森田・上田組／第

３位　百々・原組

《シニア男子２部》優勝　大野・河内

組／準優勝　坪田・西畑組／第３位　

藤裏・立場組

《シニア女子２部》優勝　矢本・萩迫

組／準優勝　白野・応治組／第３位　

森下・山本（幸）組

●ソフトボール春季大会

《一般男子》優勝　ＫＩＮＧ ＮＥＯ／

準優勝　金剛阪神ストームズ／第３位

金剛伏山台ソフトボールクラブ、ダイ

ナマイトドンドン

《一般女子》優勝　喜

志パンサーズ／準優勝

スノーレッツ／第３位

コロニーギャルズ

《壮年男子》優勝　藤

沢台イーグルス／準優勝　藤沢クラブ

ループス／第３位　ニュー清水クラブ、

川西スターズ

《シニア》　優勝　富田林ファイター

ズ／準優勝　梅の里ソフトボールクラ

ブ／第３位　川西クラブ

●第17回連盟杯争奪バドミントン大会

《男子１部ダブルス》優勝　澤・田中

組／準優勝　安藤・下向組／第３位　

大江・森田組、植野・東村組

《女子１部ダブルス》優勝　宮川・阿

部組／準優勝　辻・清弘組／第３位　

射手園・山口（真）組、野崎・山口

（紗）組

《男子２部ダブルス》優勝　山口（尚）・

斎藤組／準優勝　森田・寺内組／第３

位　箭木・有上組、杉野・南組

《女子２部ダブルス》優勝　林・山科

組／準優勝　池田・田口組／第３位　

宇田・久高組、狩谷・井樋組

《女子３部ダブルス》優勝　中野・中

谷組／準優勝　櫻井・森田組／第３位

藤田・嶋田組、松本・大谷組

●卓球春季連盟杯

《男子シングルス》優勝　堀内　誠／

準優勝　村田　景司／第３位　宮崎　

飛鷹

《女子シングルス》優勝　岡田　るり

子／準優勝　徳永　益代／第３位　桝

中　ふじ江

《男子ダブルス》

優勝　堀内・左海

組／準優勝　長

辻・柿内組／第３

位　橋野・平原組

《女子ダブルス》

優勝　岡田・石井

組／準優勝　桝中・江頭組／第３位　

森川・有藤組

  

スポット展示                       
 「 埴輪 のジグソーパズル第１章

はにわ

～喜志南遺跡発掘速報展～」

　喜志南遺跡（喜志町）で見つかった

埴輪を展示します。

とき　７月６日～８月２日（７月

２０日を除く）、午前９時～午後５時１５

分

ところ　かがりの郷１階展示コーナー

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

家庭園芸セミナー

とき　７月１7日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　府環境農林水

産総合研究所食とみど

り技術センター講堂

（羽曳野市尺度４４２）

内容　キャベツ、ハクサイ、ブロッコ

リー、タマネギなど秋・冬野菜の栽培

方法など

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　同研究所食とみどり技術

センター〔０７２(９７９)７０７０〕

ボランティア体験プログラム

　市社会福祉協議会では、登録ボラン

ティアグループや福祉施設などの協力

で、小学生以上を対象に、ボランティ

ア活動を体験できるプログラムを実施

します。親子で参加できるものもあり

ますので、ぜひご参加ください。

とき　７月１日～９月３０日

内容　子ども・高齢者・障がい者との

交流、配食・喫茶サービス、点訳・朗

読、おもちゃの修理など

ところ　総合福祉会館、かがりの郷、

金剛公民館、各福祉施設など

※詳しい内容や申し込み方法などは市

社会福祉協議会ホームページ〔http://

tonshakyo.main.jp/index.html〕をご覧く

ださい。

問い合わせ　市社会福祉協議会〔(２５)

８２００〕

 カルチャー

３０



７月・８月の　　　　　　　 
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　７月１２日～８月３０日のいずれも

毎週日曜日、午前９時

～午後５時

使用料　無料　

持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

スローピッチソフトボール　
体験教室

　健康づくりに、スローピッチソフト

ボールを体験してみませんか。

とき　７月１４日、１６日、午後１時

～４時

ところ　若松東グラウンド

対象者　６０歳以上の男性および４０歳以

上の女性

参加費　無料（当日、直接会場へ）

持ち物　運動のできる服装、グローブ

（持っている人のみ）

問い合わせ　内藤さん〔０９０(５８８７)００５４〕

体験エアロビクス教室

とき　７月２２日、午後１時～１時３０

分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

定員　８人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice

@kinkiweb.net〕へ

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ベビーヨガ教室

とき　７月１３日、２７日、８月１０日

、２４日、午後１時３０分～２時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者

定員　各２０組４０人（申し込み先着順）

参加費　１回７００円　

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出しします。

申し込み　７月６日～、参加費を添

えて、市民総合体育館へ（電話申し込

み不可）

ヨガ教室

●リフレッシュヨガ

とき　７月６日～９月２８

日の毎週月曜日（７月２０

日、９月２１日を除く）、午前９時３０分～

１０時３０分、午前１０時４５分～１１時４５分

定員　各２０人（申し込み先着順）

●やさしいヨガ

とき　７月６日～９月２８日の毎週月曜

日（７月２０日、９月２１日を除く）、午後０

時３０分～１時３０分、午後１時４５分～２

時４５分

定員　各２０人（申し込み先着順）

ところ　市民総合体育館

対象者　１８歳以上の人

参加費　１回５００円　※ヨガマットは

無料で貸し出しします。

申し込み　いずれも７月６日～、市

民総合体育館へ（電話申し込み可）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　８/１（午後１時～）

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　８/１（午後１時～）

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　８/１（午後１時～）

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　７/６、１3、２1、２7、８/3

　※７/２０（海の日）は開館します

　※８/１は、喜志分室は休室します

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　７/6、１3、２0、２1、２7、８/１（午後６

　時～、喜志分館は午後１時～）、3

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　７/５、１２、１９、２０、２６、８/２

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　７/５、１２、１９、２０、２６、８/１（午後５

　時～）、２

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　７/６、１３、２０、２７、８/１（午後５時～）、３

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　７/６、１３、２７、８/１（午後５時３０分～）、３

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　７/１、８、１５、２２、２９、８/１（午後０

　時３０分～）、５

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　７/４、５、１１、１２、１８～２０、２５、２６、　

　８/１、２

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　７/２０

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　７/２０

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　７/６、１３、２０、２７、８/１（午後１時～）、３

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　７/６、１３、２１、２７、８/３

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　７/６、１３、２１、２７、８/３

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
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本市では、家庭ごみの分別方法や地域別の収集日を簡単　本市では、家庭ごみの分別方法や地域別の収集日を簡単にに

確認できるスマートフォン向けウェブアプリ「ゴミチェ確認できるスマートフォン向けウェブアプリ「ゴミチェッッ

カー」と「ゴミかれんだー」を市ウェブサイト上で公開しカー」と「ゴミかれんだー」を市ウェブサイト上で公開してて

います。ぜひご利用くださいいます。ぜひご利用ください。。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみののののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ししししししししししししししししししししし方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ごみの出し方・収集日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
スススススススススススススススススススススマママママママママママママママママママママホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホスマホでででででででででででででででででででででで確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認確認

問い合わ問い合わせせ 衛生課（内線１４４～１４６　衛生課（内線１４４～１４６））

ごみの種類を５０音で検索でき、ごみの分別方ごみの種類を５０音で検索でき、ごみの分別方法法

や、ごみを出す際の注意点などが表示されますや、ごみを出す際の注意点などが表示されます。。

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

アクセス方法

品目ごとに品目ごとに分分

別方法が確別方法が確認認

できるできる！！

ＱＲコードＱＲコードでで

簡単アクセ簡単アクセスス

お住まいの地域のごみの収集日程を確認できますお住まいの地域のごみの収集日程を確認できます。。

地域別地域別のの

ゴミ収集日ゴミ収集日をを

チェックチェック！！
ＱＲコードＱＲコードでで

簡単アクセ簡単アクセスス

・市ウェブサイトの各課のページ「衛生課」にアクセス

・上記ＱＲコードを読み取る

・「富田林市　ゴミチェッカー」で検索！
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